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主な 記 事
経
済
学
部
・
小
坂
直
人
教
授「『
無
停
電
神
話
』の
崩
壊
」２
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑦
 経
済
学
部
 森
下
宏
美
教
授
３
面

日
本
地
域
学
会
第
55
回（
２
０
１
８
）年
次
大
会
 公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
４
面

学
園
人
脈
記
第
６
回

岩
﨑
圭
介
氏
５
面

経
済
学
部
 天
売
島
で「
地
域
協
働
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
６
面

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
 海
外
研
修
で
異
文
化
体
験
７
面

平
成
30
年
度
 保
護
者
懇
談
会
                               ８
面

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

札
幌
ノ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ド
 代
表

講
演
Ⅲ
「
橋
は
大
丈
夫
？
」

工
学
部
教
授
  小�

幡�
�

卓�
�

司�

【
橋
梁
工
学
】

近
年
、
高
度
成
長
期
に
建
設
さ

れ
た
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
な
ど

交
通
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

小
幡
教
授
は
木
曽
川
大
橋
（
１
９

６
３
年
完
成
）
の
斜
材
断
裂
な
ど

を
説
明
し
、「
社
会
基
盤
構
造
物

は
多
様
な
環
境
条
件
に
配
慮
し

た
維
持
管
理
が
必
要
。
直
す
べ
き

も
の
は
き
ち
ん
と
直
す
。
そ
れ
に

は
経
済
的
で
効
果
の
高
い
技
術

開
発
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
新
し

く
造
る
場
合
は
「
耐
久
性
が
高

く
、
維
持
管
理
し
や
す
い
構
造
物

を
」
と
話
し
た
。

講
演
Ⅳ
「
性
能
を
向
上
さ
せ
る
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」

工
学
部
教
授
  植
松

�
�
�
�

武
是

�
�
�
�

【
建
築
構
造
・
建
築
構
法
】

植
松
教
授
は
、
住
宅
の
性
能
を

向
上
さ
せ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

技
術
と
し
て
、
北
海
道
が
発
信
し

て
い
る
耐
震
性
と
断
熱
性
を
同

時
に
向
上
さ
せ
る
「
耐
震
・
断
熱

改
修
」
を
紹
介
し
た
。
実
際
の
工

事
現
場
の
動
画
も
見
せ
て
、「
こ

の
技
術
は
、
奇
を
て
ら
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
特
殊
な
材
料
も
使
わ

な
い
。
論
拠
と
効
果
が
明
確
で
、

ど
の
地
域
の
工
務
店
で
も
す
ぐ

に
実
施
で
き
る
も
の
」
と
説
明
し

た
。
参
加
者
は
興
味
を
も
っ
て
話

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
Ⅱ「
地
域
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

工
学
部
教
授
  岡
本

�
�
�
�

浩
一

�
�
�
�

【
都
市
･住
環
境
計
画
】

岡
本
研
究
室
で
実
施
し
た
空

き
家
に
関
す
る
調
査
と
、
沼
田
町

で
の
空
き
家
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
、
学
生
の
奮
闘
と

成
長
ぶ
り
を
含
め
て
紹
介
し
た
。

15
年
後
は
10
件
の
う
ち
３
件
が

空
き
家
に
な
る
推
計
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
岡
本
教
授
は
「
空
き
家

を
〈
点
〉
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
〈
面
の
要
素
〉
と

し
て
捉
え
、
居
住
者
と
と
も
に
地

域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ

と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
、
学
生
の

若
い
発
想
や
力
が
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
可
能
性
を
示
し
た
。

も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
は
、
北

海
学
園
大
学
の
前
身
の
そ
の
ま

た
前
身
の
学
校
に
工
学
部
の
ル

ー
ツ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
礎

に
、
大
き
く
変
容
す
る
科
学
技
術

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
、
技
術
立
国
の

一
翼
を
担
う
学
部
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
紡

い
で
行
く
か
。
次
な
る
50
年
に
向

け
て
工
学
部
に
課
さ
れ
た
大
い

な
る
課
題
で
す
。

10
月
19
日
、工
学
部
３
Ａ
教
室

に
お
い
て
、
東
京
工
業
大
学
名
誉

教
授
・
日
本
学
術
振
興
会

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
北
京
研
究
連
絡

セ
ン
タ
ー
長
の
廣
田
薫
先

生
を
お
招
き
し
、工
学
部
50

周
年
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。

廣
田
先
生
は
３
年
前
か

ら
中
国
で
研
究
さ
れ
て
お

り
、
前
半
は
中
国
の
科
学
技

術
の
躍
進
ぶ
り
を
紹
介
。
中

国
は
国
を
あ
げ
て
「
科
学
技

術
強
国
」
を
掲
げ
、
２
０
１

５
年
に
は
研
究
費
の
総
額

が
年
間
40
兆
円
を
突
破
し
、

ア
メ
リ
カ
に
迫
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
政
府
は
豊

富
な
資
金
力
で
優
秀
な
人

材
を
海
外
か
ら
呼
び
寄
せ
る
、
通

称
「
１
０
０
０
人
計
画
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
８
年
前
か
ら
実
施
し
、

述
べ
７
０
０
０
人
も
の
研
究
者

を
集
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
廣

田
先
生
は
、
日
本
の
科
学
技

術
の
空
洞
化
を
懸
念
し
、「
日

本
は
、
次
の
時
代
を
担
う
若

手
研
究
者
を
育
て
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
」と
指
摘
し
た
。

後
半
は
、
廣
田
先
生
の
最

新
の
研
究
で
あ
る
「
マ
ル
チ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ス
マ
ー
ト
社

会
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
相

互
作
用
」に
つ
い
て
解
説
。こ

れ
は
、
人
間
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
多
数
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
続
・

運
営
さ
れ
る
マ
ル
チ
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
社
会
に
お
い
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
必
要
な
深
層
レ
ベ
ル

の
感
情
理
解
や
、
雰
囲

気
の
理
解
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
研
究
で
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
協
調
し
て
仕
事
を

し
て
い
る
デ
モ
ビ
デ

オ
も
披
露
し
た
。

1962（昭和37）年、北海短期大学土木科１部、２部を開設。これが工学部の前身となる

工
学
部
で
は
３
つ
の
事
業
を
計

画
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
工
学
部

発
足
時
の
２
学
科
に
関
わ
る
技

術
で
あ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
紹
介
す
る
市
民
公
開
講
座
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
後
に
開
設
さ

れ
た
２
学
科
に
関
わ
る
技
術
と

し
て
、
間
近
に
迫
る
Ａ
Ｉ
社
会
に

お
け
る
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
記
念
講
演
会
で
す
。
そ
し

て
最
後
に
、
50
周
年
記
念
誌
の
発

行
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
体

の
冊
子
と
し
て
で
は
な
く
、
毎
年

発
行
し
て
い
る
工
学
部
研
究
報

告
を
50
周
年
記
念
特
集
号
と
す

る
も
の
で
す
。
現
在
編
集
作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
工
学
部
の
歴

史
を
振
り
返
る
貴
重
な
資
料
と

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
工
学
部
は
、
北
海
学
園

大
学
開
設
の
１
９
５
２
年
か
ら

16
年
を
経
て
誕
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
記
念
特
集
号
の
記
事
に

工学部開工学部開設設50周年50周年工学部開設50周年
２学科から４学科体制へ  科学技術の発展とともに

講
演
Ⅰ
「
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」

工
学
部
准
教
授
  山
本

�
�
�
�

裕�
�

子�

【
環
境
工
学
】

日
本
で
は
全
国
ど
こ
で
も
い

つ
で
も
安
全
な
水
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
し

た
配
水
管
の
更
新
や
施
設
・
管

路
の
耐
震
化
、
人
口
減
少
や
節
水

機
器
の
普
及
に
よ
る
水
道
料
金

収
入
の
減
少
、
技
術
者
不
足
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
山
本
准

教
授
は
「
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
や
余

剰
施
設
の
廃
止
と
有
効
利
用
、
周

辺
事
業
体
と
の
共
同
発
注
・
管

理
な
ど
、
施
設
と
経
営
体
制
両
方

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
」
と

指
摘
し
た
。

工学部
山本裕子准教授

工学部
岡本浩一教授

工学部
小幡卓司教授

工学部
植松武是教授

50
周
年
記
念
講
演

50
周
年
記
念
講
演

工学部工学部

東京工業大学名誉教授・
日本学術振興会ＪＳＰＳ
北京研究連絡センター長

廣田  薫先生

北
海
学
園
大
学
の
工
学
部
は
、

１
９
６
８
年
に
土
木
工
学
科
と

建
築
学
科
の
２
学
科
か
ら
な
る

学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
19
年
を
経
て
電
子
情

報
工
学
科
が
、
さ
ら
に
25
年
を
経

て
生
命
工
学
科
が
新
設
と
な
り
、

土
木
工
学
科
か
ら
社
会
環
境
工

学
科
へ
の
名
称
変
更
も
経
て
、
現

在
の
４
学
科
体
制
へ
と
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

開
設
50
周
年
を
祝
う
今
年
度
、

工
学
部
長
・
教
授

魚
住

�
�
�
�

純�
�
�

日本科学技術の空洞化を懸念

伝
統
を
礎
に
次
な
る
50
年
へ

■

□

■

□

■

官
研
修
所
事
務
局
長
、
平
成
５
年

４
月
東
京
地
方
裁
判
所
、
平
成
７

年
４
月
札
幌
地
方
裁
判
所
部
総

括
、
平
成
11
年
４
月
横
浜
地
方
裁

判
所
部
総
括
、
平
成
15
年
４
月
横

浜
地
方
・
家
庭
裁
判
所
川
崎
支

部
長
、
平
成
16
年
４
月
函
館
地

方
・
家
庭
裁
判
所
長
、
平
成
19
年

４
月
札
幌
高
等
裁
判
所
刑
事
部

部
総
括
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
東

京
高
等
裁
判
所
第
１
刑
事
部
部

総
括
、
平
成
25
年
４
月
本
学
大
学

院
法
務
研
究
科
教
授
に
就
任
。
裁

判
官
と
し
て
38
年
余
り
、
主
に
刑

事
裁
判
を
担
当
。

【
教
育
活
動
】

主
な
担
当
講
義
で
あ
る
「
刑
事

訴
訟
法
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
訴
訟
法

の
解
釈
と
運
用
に
つ
い
て
、
学

説
・
判
例
・
実
務
の
視
点
か
ら

深
く
理
解
す
る
講
義
を
行
っ
て

い
る
。「
刑
事
法
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で

は
、
刑
法
総
論
及
び
各
論
の
問
題

に
関
す
る
理
解
を
判
例
・
学
説

を
ふ
ま
え
た
上
で
発
展
さ
せ
る

講
義
を
行
い
、
未
来
の
法
曹
界
の

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。

【
略
歴
】

昭
和
22
年
10
月
27
日
生
ま

れ
。
昭
和
46
年
６
月
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
。
昭
和
49
年
４
月
か
ら

昭
和
59
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
、

判
事
補
と
し
て
、
東
京
地
方
裁
判

所
、
札
幌
家
庭
裁
判
所
、
札
幌
地

方
裁
判
所
、
大
阪
地
方
裁
判
所
、

最
高
裁
判
所
刑
事
局
で
勤
務
。

そ
の
後
、
判
事
に
任
官
し
、
昭

和
59
年
４
月
裁
判
所
書
記
官
研

修
所
刑
事
教
官
、
昭
和
62
年
４
月

釧
路
地
方
・
家
庭
裁
判
所
部
総

括
、
平
成
元
年
３
月
裁
判
所
書
記

瑞宝重光章
法務研究科

矢
�

村
� �

宏
���

教授

瑞宝中綬章
法務研究科

矢
�

吹
� �

徹
� �

雄
�

教授

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
２
名
受
章

２
名
受
章

２
名
受
章

２
名
受
章

本学から本学から本学から本学から

政
府
は
11
月
３
日
付
で
「
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
」
受
章
者
４
０
７
９

人
を
発
表
し
た
。
本
学
関
係
者
で
は
、
矢
村
宏
法
務
研
究
科
教
授
が「
裁

判
官
功
労
」に
よ
り
瑞
宝
重
光
章
を
、
ま
た
、
矢
吹
徹
雄
法
務
研
究
科
教

授
が「
教
育
研
究
功
労
・
警
察
管
理
運
営
功
労
」に
よ
り
瑞
宝
中
綬
章
を

受
章
し
た
。「
瑞
宝
章
」
は
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
公
務
又
は
公
共
的

な
業
務
に
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
て
功
労
を
積
み
重
ね
、
成
績
を
挙
げ

た
人
に
授
与
さ
れ
る
。
両
先
生
の
略
歴
等
は
次
の
通
り
。

まちのリノベーション
－社会インフラから住宅まで－

テーマ

工学部開設50周年記念  2018年度市民公開講座

工学部開設50周年記念・2018年度市民公開講座が11月10日、D31番
教室で開催された。安心・快適に住み続けられるまちの実現をめざし、
水道・地域・橋・住宅の分野から現状とリノベーションを紹介した。

平
成
16
年
８
月
12
日
ま
で
北
海

道
公
安
委
員
、
同
月
13
日
か
ら
平

成
19
年
７
月
22
日
ま
で
北
海
道

公
安
委
員
長
。

【
教
育
活
動
】

主
な
担
当
講
義
で
あ
る
「
民
事

訴
訟
法
演
習
」
で
は
、
す
で
に
学

ん
だ
民
事
訴
訟
法
の
知
識
を
前

提
に
、
民
事
訴
訟
法
の
各
論
点
に

つ
い
て
自
分
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
判

例
を
総
合
的
に
考
察
す
る
講
義

を
展
開
す
る
。「
民
法
演
習
Ⅱ
」
で

は
担
保
物
権
法
と
債
権
総
則
を

対
象
に
演
習
形
式
で
判
例
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
講
義
を
行

い
、
未
来
の
法
曹
界
の
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。

【
略
歴
】

昭
和
23
年
10
月
10
日
生
ま

れ
。
昭
和
47
年
３
月
北
海
道
大
学

法
学
部
卒
業
、
昭
和
49
年
弁
護
士

登
録
。
昭
和
51
年
３
月
北
海
道
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
私
法
専

攻
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
53
年
４

月
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
経

済
学
科
専
任
講
師
、
昭
和
58
年
４

月
よ
り
北
星
学
園
大
学
経
済
学

部
経
済
学
科
助
教
授
、
平
成
元
年

４
月
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
教
授
、
平
成
14
年
北
星

学
園
大
学
経
済
学
部
経
済
法
学

科
教
授
を
経
て
平
成
17
年
本
学

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
に
就

任
、平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
29

年
３
月
ま
で
同
研
究
科
長
を
務

め
る
。平
成
12
年
６
月
23
日
か
ら
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本
学
と
北
海
道
放
送
株
式

会
社
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）
は
本
年
10
月

１
日
よ
り
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
調
印
式
は
９
月

18
日
、
本
学
に
お
い
て
勝
田

直
樹
社
長
と
安
酸
敏
眞
学
長

が
臨
席
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
協
定
は
、情
報
・
通
信

環
境
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
経

済
圏
・
生
活
文
化
が
急
激
な

変
容
を
遂
げ
る
時
代
の
中
で
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
と
連
携
・
協
働
し
、マ

ス
メ
デ
ィ
ア
／
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
未
来
や
可
能
性

を
探
究
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

も
の
。教
育
・
文
化
の
振
興
や

生
涯
学
習
及
び
人
材
育
成
・

交
流
の
推
進
、地
域
活
性
化
や

住
民
と
の
協
働
推
進
、将
来
の

メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
と
教
育

活
動
、情
報
の
共
有
及
び
発
信

の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
運
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
連
携
・
協
力
し
、地

域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
、

研
究
・
教
育
の
向
上
並
び
に

地
域
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
を
推

進
し
て
い
く
。主

な
活
動
は
次
の

通
り
。

１
．
若
者
の
メ
デ
ィ

ア
利
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施（「
経
済
統
計
学
」、

「
経
営
統
計
学
」な
ど

の
講
義
を
通
じ
て
実

施
中
）

２
．ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ン
ク

タ
ン
ク（
名
称
未
定
。
２
０
１

９
年
春
に
正
式
立
ち
上
げ
予

定
）を
拠
点
と
し
た
、
学
生
主

体
の
課
題
探
究
・
解
決
の
取

り
組
み（
例
：
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
を
受
け
た
活
動
な
ど
）

３
．
大
学
祭
（
十
月
祭
）
に
お

け
る
連
携
の
取
り
組
み（
２
０

１
８
年
10
月
６
日
に
実
施
済

み
）①

 ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
・
学
園

か
え
る
カ
フ
ェ「
ラ
ヂ
オ
の
時

間
〜
周
回
遅
れ
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
メ
デ
ィ
ア
?!
」
の
模

様
を
、「
も
ん
す
け
Ｔ
Ｖ
」で
ラ

イ
ブ
配
信
（
５
面
参
照
）。

②「
レ
ン
ジ
ャ
ー
＆
も
ん
す

け
を
探
せ
！
」も
ん
す
け
が
学

内
を
練
り
歩
き
、学
園
祭
の
様

子
や
露
店
の
紹
介
な
ど
を「
も

ん
す
け
Ｔ
Ｖ
」で
ラ
イ
ブ
配
信

（
８
面
参
照
）。

③「
ミ
ス
タ
ー
学
園
大
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
模
様
を
「
も
ん
す

け
Ｔ
Ｖ
」
で
ラ
イ
ブ
配
信
。

秋
の
こ
の
佳
き
日
に
ご
卒
業

に
な
る
学
生
の
皆
さ
ま
、
ご
卒
業

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。「

自
分
が
卒
業
し
た
学
校
」
の

こ
と
を
、
日
本
語
で
は
「
母

校
」と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

alm
a m
aterと
い
う
ラ
テ

ン
語
に
由
来
し
ま
す
。
ア
ル

マ
・
マ
ー
タ
は
「
滋
養
物
を

与
え
る
（
親
愛
な
）
母
」
と
い

う
ほ
ど
の
意
味
で
す
。
そ
し

て「
同
窓
会
」と
は
同
じ
母
校

を
卒
業
し
た
人
々
の
集
ま
り
の

こ
と
で
す
。

お
そ
ら
く
皆
さ
ん
は
、
在
学
中

に
は
自
分
の
大
学
の
こ
と
を
自

覚
的
に
は
あ
ま
り
意
識
し
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
社
会
に

出
る
と
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
北
海
学
園
大
学
と
い
う
名
前

が
皆
さ
ん
に
つ
い
て
回
り
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
卒
業
し
て
日
が

経
つ
と
、
母
校
に
対
す
る
郷
愁
や

愛
着
が
次
第
に
募
っ
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
卒
業
後
も
北
海
学
園

大
学
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
必
要
な
時
に
は
ご
援
助
や
叱

咤
激
励
を
賜
り
た
い
も
の
で

す
。
大
学
の
評
価
は
、
主
と
し

て
教
育
力
、
研
究
力
、
社
会
的

貢
献
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す

が
、
卒
業
生
・
同
窓
生
の
活

躍
も
大
き
な
要
因
で
す
。

北
海
学
園
大
学
が
皆
さ
ん

の
母
校
と
し
て
、
誇
ら
し
く
、

慕
わ
し
く
、
頼
も
し
く
あ
る
た
め

に
は
、
在
学
生
や
教
職
員
の
研
鑽

努
力
だ
け
で
な
く
、
同
窓
生
の
活

躍
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ

ん
が
本
学
の
卒
業
生
と
し
て
、
社

会
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
る
よ
う

祈
念
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
酸
学
長
式
辞（
要
旨
）

同窓の絆

包
括
連
携
協
定
締
結

北
海
道
放
送（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）と
北
海
学
園
大
学

調印式にて北海道放送株式会社（HBC）
勝田直樹社長（左）と安酸敏眞学長

経
済
学
部
教
授小�

坂�
�

直�
�

人�

２
０
１
８
年
９
月
６
日
未
明
、

胆
振
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
７
の
大
地
震

が
北
海
道
を
襲
っ
た
。
厚
真
町
を

中
心
に
41
名
も
の
犠
牲
者
が
出
、

札
幌
で
も
「
液
状
化
」
被
害
が
広

が
る
な
ど
、
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
き
さ
に
改
め
て
驚
愕
し
た
。
加

え
て
、
今
回
の
地
震
は
、
道
内
全

域
で
２
９
５
万
戸
が
停
電
す
る

事
態
、
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
」
を
経
験

し
た
こ
と
で
も

特
筆
さ
れ
る
。

日
本
の
電
力

シ
ス
テ
ム
は
強

固
で
あ
り
、
台

風
や
地
震
等
で

あ
る
程
度
の
範
囲
で
停
電
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
電
力
会
社
管

内
す
べ
て
が
停
電
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
、
と
言
わ
れ
て
き

た
。
私
も
、
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

い
た
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
過
信
で
あ
り
、「
無
停
電
神

話
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
原
発
は

「
多
重
防
護
」
に
よ
っ
て
安
全
で

あ
り
、
絶
対
に
過
酷
事
故
な
ど
起

き
得
な
い
と
い
う
「
安
全
神
話
」

と
同
じ
思
考
様
式
に
自
分
が
陥

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
原
因
調

査
が
進
み
、
安
定
供
給
に
資
す
る

電
力
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た

提
言
が
多
く
の
識
者
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
北
電

の
責
任
や
賠
償
を
声
高
に
叫
ぶ

こ
と
も
多
い
。
北
電
が
公
益
事
業

者
と
し
て
供
給
責
任
を
果
た
す

こ
と
を
期
待
し
て
の
発
言
で
は

あ
る
が
、
電
力
自
由
化

の
進
展
は
、
北
電
が
従

来
担
っ
て
き
た
こ
の
役

割
を
掘
り
崩
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
安
定

供
給
よ
り
も
目
先
の
利

益
や
経
済
性
を
優
先
さ

せ
る
経
営
姿
勢
が
今
回

の
大
停
電
の
背
景
に
あ

っ
た
と
言
え
る
か
ら
で

あ
る
。

し
か
し
、
翻
っ
て
考

え
て
み
る
と
、「
絶
対
停
電
し
な

い
」
電
力
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
も
ま
た
至
難
で
あ
り
、
膨
大

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。

供
給
者
が
現
実
的
に
考
え
る
べ

き
な
の
は
、
既
存
技
術
を
前
提
に

い
く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム
事
故
や

障
害
が
発
生
し
て
も
、
そ
れ
を
代

替
す
る
シ
ス
テ
ム
や
迂
回
路
を

用
意
す
る
こ
と
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
電
が
こ
の

点
で
十
分
な
用
意
が
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
あ
る
。

ま
た
、
系
統
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ

ン
し
た
場
合
、
個
々
の
需
要
家
が

自
ら
電
源
を
調
達
す
る
こ
と
も

必
要
に
な
る
。
家
庭
で
は
乾
電
池

や
バ
ッ
テ
リ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。

医
療
機
関
等
で
は
も
と
も
と
非

常
用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
が
、
小
さ
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
こ
の
用
意
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
北
電
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
の
側
も
ま
た
万
一
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

9月6日、停電で信号もネオンも消えた
札幌・すすきのの交差点

地域メディアの発展と
研究・教育の向上へ

平成30年北海道胆振東部地震による
被害に遭われたみなさまに、心からお
見舞い申し上げます。

本学では、災害救助法適用地域で被
災した世帯の受験生に対して、経済的
負担を軽減し、進学機会の確保を図る
ため、平成30年度に実施するすべての
学部・大学院の入学試験について、次
のとおり入学試験検定料の特例措置を
実施することといたしました。

この措置により入学試験検定料の返
還を希望される方は、以下をご参照の
上、所定の手続きをお取りください。
１．特例措置の対象となる入学試験
平成30年度に実施するすべての学部・
大学院の入学試験（平成31年度入学試
験）
２．措置内容
入学試験検定料の全額返還
３．返還の対象となる方
上記１．の入学試験の受験生で、その
主たる家計支持者が北海道胆振東部地
震により災害救助法適用地域において

被災し、次のいずれかに該当する方
（1）主たる家計支持者が死亡又は行方

不明の場合
（2）主たる家計支持者が所有する自宅

家屋が全壊、大規模半壊、半壊、流
出した場合

４．申請方法
入学試験検定料の全額返還を希望され
る方は、平成31年3月18日（月）までに
申請書類を所定の送付先へご提出くだ
さい。申請書類の確認が終わり次第、ご
指定の口座に全額返還します。
【送付先（お問い合わせ先）】
・大学の学部に関する入学試験全般　

⇒ 入試部入試課
・大学の学部に関する編入学試験　

⇒ 各学部
・大学院に関する入学試験全般　　

⇒ 大学院 各研究科

※振込手数料は返還の対象外となりま
す。

※入学試験種別により送付先が異なりま
すので、ご注意ください。）

平成30年北海道胆振東部地震により
被災した受験生への特例措置について

「
無
停
電
神
話
」の
崩
壊

し
て
10
月
21
日
、陸
上
自
衛
隊
札

幌
駐
屯
地
に
て
田
浦
正
人
北
部

方
面
総
監
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

平
成
27
年
以
降
、
本
学
か
ら
は

47
名
の
卒
業
生
が
北
部
方
面
へ

入
隊
し
て
い
る
。

学
校
法
人
北
海
学
園
は
11
月

５
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
・
包
括

連
携
協
定
締
結
企
業
等
交
流
会

北
海
道
よ
り
感
謝
状

協
働
事
業
に
高
い
評
価

自
衛
官
募
集
業
務
に
貢
献

去
る
９
月
29
日
、
ホ
テ
ル
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

卒
業
生
は
70
名（
経
済
学
部
28

名
・
経
営
学
部
11
名
・
法
学
部

22
名
・
人
文
学
部
７
名
・
工
学

部
２
名
）。

各
学
部
長
か
ら
一
人
一
人
に

卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。

学部長から卒業証書・学位記を授与

2 部　計
計

1部　計 31
39
70

学科

経済
経 済 学 科

経 済 学 科

経 営 学 科

経 営 学 科

地域経済学科

地域経済学科

経営情報学科

法 律 学 科

法 律 学 科
政 治 学 科

政 治 学 科
日本文化学科

日本文化学科
英米文化学科

英米文化学科

電 子 情 報 工 学 科

経営

法

人文

工

１部

１部

１部

１部

２部

２部

２部

２部

7
3
9
9
3
3
5
7
2
7
6
2
2
1
2

社 会 環 境 工 学 科
建 築 学 科

　0
1

生 命 工 学 科
　1
0

（単位／人）

平成30年度9月期卒業生・修了生数
学部 H30年度

9月期
平
成
30
年
度
９
月
期

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

close-upclose-upclose-upclose-up

高橋はるみ北海道知事から感謝状
を受け取った安酸学長

北
部
方
面
隊
創
隊
六
十
六
周

年
記
念
行
事
に
お
い
て
、
本
学
が

永
年
に
わ
た
り
道
央
地
区
の
自

衛
官
募
集
業
務
に
貢
献
し
た
と

北
部
方
面
総
監

よ
り
感
謝
状

感謝状贈呈式にて。左から北部方面総監  陸将
田浦正人氏、安酸学長、自衛隊札幌地方協力本
部長１等陸佐 菅股弘信氏

本
年
９
月
３
日
か
ら
９
月
５

日
に
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第

34
回
フ
ァ
ジ
ィ
シ
ス
テ
ム
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
日
本
知
能

情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会
よ
り
功
績

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
の
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
い
て
は
、
２
０
１
６
年
の
本
学

に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
 ＆
 Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
 ２
０
１

６
の
委
員
長
と
し
て
の
貢
献
賞
、

韓
国
大
邱
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

２
０
１
７
に
お
い
て
も
同
様
に

表
彰
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

は
じ
め
、
２
０
０
６
年
に
フ
ァ
ジ

ィ
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

本
学
に
お
い
て
開
催
し
、
ま
た
北

海
道
支
部
長
を
数
回
務
め
た
こ

と
な
ど
を
評
価
い
た
だ
い
た
の

だ
と
感
謝
し
ま
す
。
奇
し
く
も
２

０
１
２
年
に
名
古
屋
で
同
フ
ァ

ジ
ィ
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
特
別
講
演
に
招
待
さ
れ
て
、

名
古
屋
の
地
と
は
何
か
と
ご
縁

が
あ
り
ま
し
た
。

学
会
中
は
台
風
が
関
西
東
海

を
通
過
、
翌
５
日
は
折
れ
た
樹
木

の
枝
や
葉
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
散
乱
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
６
日
に
は
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
そ
の

日
帰
札
予
定
が
次
の
日
に
な
っ

た
と
い
う
忘
れ
ら
れ
な
い
学
会

功
績
賞
受
賞
と
発
表
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
ィ
学
会

功
績
賞
受
賞

工
学
部
教
授
山�

�

ノ�

井�

髙
洋

�
�
�
�

日
本
基
督
教
学
会
賞

人
文
学
部
准
教
授

小�

柳�
�
�

敦�
�

史� 表彰状を手に（右が筆者）

片柳榮一理事長（右）より表彰状
を授与される

ル
チ
に
お
け
る
歴
史
と
共
同
体
』

（
知
泉
書
館
、
２
０
１
５
年
）が
受

賞
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
書
は
私
が
２
０
１
４
年
に

京
都
大
学
に
提
出
し
た
課
程
博

士
論
文
を
改
稿
し
た
も
の
で
、
19

９
月
11
日
〜
12
日
に
南
山
大

学
（
名
古
屋
市
）
で
開
催
さ
れ
た

日
本
基
督
教
学
会
第
66
回
学
術

大
会
に
て
、
第
１
回
日
本
基
督
教

学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
日
本

基
督
教
学
会
賞
は
、
若
手
研
究
者

の
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
今

年
度
よ
り
設
け
ら
れ
た
賞
で
す
。

45
歳
以
下
の
学
会
員
が
５
年
以

内
に
刊
行
し
た
単
著
が
選
考
対

象
と
な
り
、
今
回
は
拙
著
『
ト
レ

に
お
い
て
、
協
働
事
業
に
多
大
な

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
高
橋
は

る
み
北
海
道
知
事
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

北
海
学
園
は
平
成
25
年
に
北

海
道
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

５
年
間
の
様
々
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
。

世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
ド

イ
ツ
で
、
神
学
・
哲
学
・
宗
教
社

会
学
な
ど
の
領
域
に
ま
た
が
る

業
績
を
遺
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
・

ト
レ
ル
チ
の
思
想
を
、
近
代
的
な

知
の
あ
り
方
に
対
す
る
疑
義
が

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
と
の

格
闘
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
を

試
み
た
研
究
書
で
す
。

学
会
賞
の
趣
旨
に
応
え
る
た

め
に
も
、
今
後
と
も
着
実
な
研
究

を
続
け
、
北
海
学
園
大
学
で
の
研

究
活
動
の
成
果
と
し
て
、
札
幌
の

地
か
ら
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
へ

と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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我
々
が
日
々
の

健
康
を
維
持
す
る

た
め
の
必
要
条
件

と
し
て
、
運
動
・

休
養
・
栄
養
の
３

要
素
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
を
生
き

る
人
々
の
中
で
、
最
も
時
間
的
規

制
に
縛
ら
れ
ず
自
由
奔
放
な
生

活
を
送
る
学
生
に
は
、
こ
の
大
切

な
３
要
素
を
蔑
ろ
に
す
る
者
が

数
多
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

日
頃
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

人
々
の
生
活
習
慣
と
健
康
状
態

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

健
康
維
持
３
要
素
の
休
養
に
あ

た
る
睡
眠
の
話
題
を
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
国
民
の
睡
眠
状
況

に
関
す
る
全
国
調
査
（
２
０
１
５

年
厚
労
省
：
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
）
で
は
、
５
人
に
１
人
が
自

己
の
睡
眠
に
何
ら
か
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
、
ま
た
、
本

年
９
月
の
寝
具
メ
ー
カ
ー
調
査

（
東
京
西
川
：
睡
眠
白
書
２
０
１

８
）
で
は
、
約
半
数
に
不
眠
症
の

疑
い
が
あ
り
、
７
割
は
自
己
の
睡

眠
に
不
満
を
有
し
て
い
る
と
い

う
現
状
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
状

況
な
の
で
す
。

さ
て
、
私
が
２
０
１
７
年
本
学

学
生
２
０
５
名
を
対
象
に
行
っ

た
睡
眠
現
状
調
査
で
は
、
不
眠
症

の
疑
い
を
有
す
る
者
が
約
６
割

を
占
め
、
不
眠
の
症
状
で
あ
る
入

眠
困
難
４
割
、
早
期
覚
醒
２
割
、

中
途
覚
醒
１
割
弱
と
そ
れ
ぞ
れ

の
該
当
者
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。
睡
眠
習
慣
で
あ
る
就
寝
時

刻
で
は
、
午
前
０
時
以
降
就
寝
者

が
約
９
割
を
占
め
、
殆
ど
の
者
が

夜
更
か
し
生
活
者
で
し
た
。
ま

た
、
睡
眠
習
慣
に
影
響
を
受
け
る

経
営
学
部
教
授伊�

熊�
�

克�
�

己�

私
は
亜
流
の
研
究
者
で
す
。
私

の
研
究
は
、
横
並
び
の
研
究
、
過

労
死
の
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

正
確
に
は
、「
な
ぜ
横
並
び
し
続

け
る
の
か
」、「
な
ぜ
過
労
死
し
続

け
る
の
か
」、
と
い
う
も
の
で
す
。

横
並
び
や
過
労
に
よ
っ
て
死
ん

じ
ゃ
う
こ
と
は
ど
こ
の
世
界
に

で
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
場
合
、
個
人
の
行
動
の
合
理
性

が
問
わ
れ
た
り
、
合
理
的
と
な
っ

て
し
ま
う
環
境
の
分
析
が
行
わ

れ
、
何
ら
か
の
答
え
を
求
め
よ
う

と
し
ま
す
。

一
方
我
が
国
の
横
並
び
や
過

労
死
は
、
社
会
現
象
、
文
化

現
象
の
よ
う
な
「
面
」
で
あ

っ
て
、個
人
の
よ
う
な「
点
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。分
析
視

点
を
、自
律
的
で
個
別
合
理

的
な
個
人
に
お
い
た
研
究

姿
勢
は「
方
法
論
的
個
人
主

義
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。先

日
、
経
営
学
史
学
会
、
と
い

う
学
会
が
あ
っ
て
日
本
的
経
営

に
関
係
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
ま
し
た
。
一
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
方
法
論
的
個
人
主
義
の
視
点

が
重
要
だ
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
、

「
横
並
び
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で

き
る
の
か
」
と
尋
ね
た
ら
、
個
人

の
合
理
的
な
行
動
を
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ロ
ア
ー
も
パ
ネ
ラ
ー

も
、
特
に
関
心
が
な
い
よ
う
で
し

た
。
や
っ
ぱ
り
大
平
、
亜
流
で
す

ね
。

私
が
興
味
の
あ
る
の

は
、
意
識
下
で
横
並
び
し

て
同
じ
こ
と
に
注
目
し
同

じ
観
点
で
議
論
し
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
そ

う
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
の

か
、で
す
。な
ぜ
面
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
る
か
に
で
す
。

こ
う
し
た
亜
流
の
研
究
を
始
め

た
の
は
、
一
般
的
な
流
れ
に
合
わ

せ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
ヘ
ソ
が

曲
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
亜
流

は
へ
そ
曲
が
り
な
ん
で
す
。

横
並
び
と
過
労
死
と
い
う
ワ

ー
ド
は
ど
こ
に
出
て
く
る
か
と

い
え
ば
、
日
本
の
経
営
現
象
の
中

に
集
中
し
て
登
場
す
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
ほ
か
の
国
に
は
多

分
あ
ま
り
な
い
も
の
で
す
。
過
労

死
も
、
仕
事
が
減
る
と
減
少
し
、

人
手
不
足
で
相
対
的
に
仕
事
が

増
大
す
る
と
、
再
度
増
加
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
横
並
び
も
、
多
く

の
調
査
で
、
変
更
す
べ
き
課
題
と

な
り
続
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

か
な
り
多
く
の
人
間
が
意
志
と

は
反
し
て
そ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
て

る
、
と
考
え
る
の
で
す
。

亜
流
は
考
え
ま
す
。
な
ぜ「
面
」

が
存
在
し
て
る
の
か
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
わ
か
れ
ば
、「
面
」
が
あ
る
こ

と
も
合
わ
せ
て
証
明
で
き
る
よ

ね
、
と
。
亜
流
の
方
が
い
ら
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

【
神
奈
川
県
生
ま
れ
、
経
営
学
概

論
担
当
、
経
営
学
研
究
科
長
】

トピックストピックストピックス 535353

経営学部教授

大平
� � � �

義隆
� � � �

新
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
と
い
う
の
は

（『
マ

ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』）

の
略
で
、
旧
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ａ
と
区
別

し
て
新
Ｍ
Ｅ
Ｇ

Ａ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
全
集
に
は
、
マ
ル

ク
ス
が
出
版
し
た
著
作
の
み
な

ら
ず
、
草
稿
類
、
メ
モ
類
、
抜
粋

ノ
ー
ト
、
手
紙
類
な
ど
、
マ
ル
ク

ス
が
書
き
残
し
た
す
べ
て
の
も

の
が
収
め
ら
れ
ま
す
。
一
九
七
五

年
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、
現
在
も

な
お
編
集
作
業
が
進
行
中
で
す
。

私
が
関
わ
っ
て
い
る
第
Ⅳ
部

第
一
七
巻
に
は
、
一
八
六
三
年
五

～
六
月
に
マ

ル
ク
ス
が
作

成
し
た「
サ
ブ

ノ
ー
ト
Ａ
～

Ｈ
」が
収
録
さ

れ
ま
す
が
、こ

れ
ら
の
ノ
ー

ト
は
、多
く
の

経
済
学
文
献
か
ら
の
抜
粋
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

研
究
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
手
書
き

の
ノ
ー
ト
を
活
字
に
起
こ
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
注
を
施
し
て
出
版
す

る
た
め
に
必
要
な
、
テ
キ
ス
ト
に

関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
が

『
資
本
論
』
の
形
成
に
果
た
し
た

役
割
を
調
査
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
六
一
年
八

月
か
ら
六
三
年
七
月
ま
で
の
あ

い
だ
に
「
一
八
六
一
─
六
三
年
草

稿
」
と
呼
ば
れ
る
二
三
冊
の
ノ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。『
資
本

論
』
出
版
の
直
前
に
作
ら
れ
た
こ

れ
ら
の
ノ
ー
ト
に
は
、『
資
本
論
』

で
説
か
れ
て
い
る
理
論
の
原
型

の
よ
う
な
も
の
が
書
か
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
第
二
〇
～
二
三
冊

に
は
、
理
論
の
展
開
を
中
断
す
る

よ
う
に
、
経
済
学
文
献
か
ら
の
抜

粋
だ
け
が
書
か
れ
た
頁
が
計
九

三
頁
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
何
の

た
め
に
書
か
れ
た
の
か
。
よ
く
調

べ
て
み
る
と
、
ノ
ー
ト
第
二
〇
～

二
三
冊
に
書
か
れ
た
抜
粋
の
ほ

と
ん
ど
は
、「
サ
ブ
ノ
ー
ト
」
に
抜

粋
さ
れ
た
も
の
か
ら
転
記
さ
れ

た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
は
以
前
に
も
こ
れ

と
同
じ
よ
う
な
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
一
八
五
九
年
に
マ
ル
ク

ス
は
、『
資
本
論
』
の
前
身
と
も
い

北海学園学術研究助成事業報告 ⑦

新 MEGA・Ⅳ-17 の編集と
『資本論』形成史の研究

研究
課題

千
葉  

豪

１
９
９
８
年
度
道
展
出
品（
油
彩
１
０
０
号
）

豊
平
校
舎
３
号
館
２ｰ

３
階
間
展
示

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
7

『
K
H
A
O
S（
混
沌
）・
運
』

え
る
『
経
済
学
批
判
』
と
い
う
本

を
出
版
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
続

編
を
書
く
た
め
に
―
―
実
は
、
二

三
冊
の
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
続
編
の

た
め
の
草
稿
と
し
て
書
き
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
―
―
「
引
用
ノ

ー
ト
」
と
い
う
ノ
ー
ト
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
計
九
三
頁
に

及
ぶ
抜
粋
部
分
は
、『
資
本
論
』
を

執
筆
す
る
た
め
の
「
第
二
引
用
ノ

ー
ト
」
と
で
も
呼
び
う
る
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
実
証
を

試
み
て
い
ま
す
。『
資

本
論
』
は
第
一
部
か

ら
第
三
部
ま
で
あ
る

の
で
す
が
（
第
二
部

と
第
三
部
は
草
稿
）、
そ
れ
ら
を

す
べ
て
調
査
し
た
結
果
、
現
段
階

で
は
、
こ
の
抜
粋
部
分
は
第
一
部

の
執
筆
の
た
め
の
「
引
用
ノ
ー

ト
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
の
分
析
と
い
う
地

味
な
研
究
で
す
が
、
抜
粋
の
中
に

マ
ル
ク
ス
の
理
論
的
関
心
を
探

る
作
業
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
が
残
し
た「
引
用
ノ
ー
ト
」分
析《

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》
１
９
３
２
年
小
樽
市
生
ま
れ
。
千
葉
忠
紋
店
上
絵
師
（
紋
書
業
）。

北
海
道
美
術
協
会
（
道
展
）
会
員
、
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
北
海
道
現
代
美
術
家
集
団
）、
小

樽
職
人
の
会
、
小
樽
染
紋
塾
、
国
選
択
無
形
文
化
財
紋
章
上
絵
保
存
会
。
第
33
回
道

展
北
海
タ
イ
ム
ス
賞
受
賞
、第
34
回
道
展
新
会
友
推
薦
、第
36
回
道
展
新
会
員
推
薦
、

１
９
９
８
年
｢街
の
匠
｣に
紋
章
上
絵
師
と
し
て
登
録
さ
れ
る
（
北
海
道
知
事
認
可
）。

２
０
０
６
年
小
樽
市
文
化
団
体
協
議
会
か
ら
文
化
賞
（
絵
画
部
門
）
を
受
賞
。

経済学部教授 森下
� � � �

宏
� �

美
�

睡
眠
習
慣
見
直
し
の
必
要
性

朝
食
摂
取
で
は
、
約
５
割
が
規
則

的
朝
食
摂
取
習
慣
を
欠
如
し
て

お
り
、
欠
食
理
由
に
お
い
て
は

「
起
床
が
遅
く
、
食
べ
る
時
間
が

な
い
か
ら
」
が
最
も
多
い
回
答
で

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
就
寝
時

刻
の
遅
延
が
起
床
時
刻
の
遅
延

を
招
き
、
朝
食
欠
食
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
と
い
う
負
の
連
鎖
が
生

じ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
日
中
の
気
分
低

下
を
認
め
る
者
が
３
割
、
日
中
の

眠
気
を
有
す
る
者
は
８
割
を
超

え
て
い
ま
し
た
。

以
上
、
学
生
に
は
不
眠
症
の
疑

い
を
有
す
る
者
が
多
く
、
ま
た
、

健
康
的
な
睡
眠
習
慣
の
欠
如
に

伴
っ
た
多
く
の
悪
影
響
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
是
非
と
も

自
己
の
将
来
設
計
を
見
据
え
た

健
康
確
保
を
考
慮
し
、
睡
眠
習
慣

の
見
直
し
を
実
践
し
て
ほ
し
い

と
思
う
の
で
す
。【

専
門
：
体
育
学
】

亜流の窓

く
こ
の
街
か
ら
飛
ん
だ
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
後

も
、
敵
国
ド
イ
ツ
か
ら
遠
い
ゆ
え

に
発
展
。
現
在
で
は
欧
州
の
多
国

籍
企
業
エ
ア
バ
ス
社
の
本
社
と

最
終
組
み
立
て
工
場
が
あ

り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
導
入
す
る
最

新
機
Ａ
３
５
０
や
Ａ
Ｎ
Ａ

が
来
年
か
ら
使
う
超
巨
大

機
Ａ
３
８
０
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
こ
こ
は
パ
リ
に

次
い
で
大
学
生
が
多
い
「
大

学
の
街
」
で
す
。
私
は
ト
ゥ

ー
ル
ー
ズ
の
第
三
（
ポ
ー

ル
・
サ
バ
チ
エ
）
大
学
情
報
研
究

所
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
）
で
、
フ
ァ
ジ
ィ

理
論
の
大
家
の
デ
ュ
ボ
ア
、
プ
ラ

ド
両
博
士
と
人

間
の
選
好
モ
デ

ル
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
ま

し
た
。実
は
、こ

こ
で
は
15
年
前
に
も
一
年
間
の

研
究
滞
在
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

今
年
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
そ
ば

に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
第
四
の
都
市
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
在
外
研
修
で

半
年
滞
在
し
ま
し
た
。
レ
ン
ガ
造

り
の
旧
市
街
の
姿
か
ら
「
薔
薇
色

の
街
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
街
で
す

が
、
地
中
海
と
大
西
洋
の
間
の
船

の
往
来
を
可
能
に
し
た
世
界
遺

産
ミ
デ
ィ
運
河
と
ガ
ロ
ン
ヌ
河

の
景
色
で
も
有
名
で
す
。

街
の
歴
史
は
ロ
ー
マ
時
代
以

前
か
ら
と
大
変
古
く
、
聖
地
サ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
・

コ
ン
ポ
ス
テ

ー
ラ
に
向
か

う
巡
礼
の
道

で
二
つ
の
世

界
遺
産
の
寺
院
と
施
療
院
が
存

在
し
ま
す
。
13
世
紀
に
キ
リ
ス
ト

教
の
異
端
と
さ
れ
た
カ
タ
リ
派

討
伐
を
名
目
と
し
た
ア
ル
ビ
ジ

ョ
ワ
十
字
軍
に
屈
し
フ
ラ
ン
ス

領
に
な
る
ま
で
は
、
ど
こ
か
ら
も

干
渉
さ
れ
な
い
独
自
の
栄
華
を

誇
っ
た
都
市
国
家
で
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
航
空
の
街
と
し
て
も
有

名
で
、「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
書
い

た
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
も
よ

こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
以
前
の
滞

在
の
続
き
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

す
ん
な
り
と
研
究
生
活
に
入
れ

ま
し
た
。
15
年
前
に
終
え
ら
れ
な

か
っ
た
研
究
を
続
け
、
さ
ら
に
新

し
い
テ
ー
マ
を
発
見
し
た
り
と
、

15
歳
若
返
っ
た
よ
う
な
気
も
し

ま
し
た
。

日
本
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
魔
法

が
解
け
て
逆
に
15
歳
も
急
に
歳

を
取
っ
た
わ
け
で
す
が
、
直
前
に

感
じ
た
気
持
ち
は
忘
れ
な
い
も

の
で
、
そ
れ
が
今
後
の
講
義
や
卒

業
研
究
指
導
に
役
立
つ
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
主
と

し
て
研
究
の
た
め
の
滞
在
が
、
教

育
に
も
強
く
生
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
意
味
で
も
意
義
あ

る
滞
在
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
（
撮
影
  大
西
真
一
）

フランス・トゥールーズ
第三（ポール・サバチエ）大学
情報研究所（IRIT）

工学部教授 大西
� � � �

真一
� � � �

ガロンヌ河

薔
薇
色
の
街
で
15
年
若
返
っ
た

南
フ
ラ
ン
ス
で
の
研
究
生
活

世界遺産サンセルナン寺院

トゥールーズ市庁舎内部

トゥールーズ情報研究所

一
九
五
五
年
北
海
道
小
樽
市
に
生
ま
れ
る
。
福
島
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
同
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
北
海
道

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。北
海
道
大
学
経
済
学
部
助
手
、釧
路
短
期
大
学
講
師
を
経
て
、

九
五
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
助
教
授
。
九
八
年
教
授
。
教
務

セ
ン
タ
ー
長
、
経
済
学
部
長
を
務
め
、
現
経
済
学
研
究
科
長
。
専

門
は
経
済
学
史
。
主
な
著
書
に
『
マ
ル
サ
ス
人
口
論
争
と
「
改
革

の
時
代
」』（
単
著
）、『
マ
ル
サ
ス
人
口
論
事
典
』、『
マ
ル
サ
ス
　
ミ

ル
　
マ
ー
シ
ャ
ル
』、『
マ
ル
ク
ス
抜
粋
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
マ
ル
ク

ス
を
読
む
』、『
資
本
論
体
系
９
─
２
』（
い
ず
れ
も
共
著
）
な
ど
。

Karl M
arx-Friedrich En-

gels Gesamtausgabe
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上
野
市
長
の
基
調
講
演
の
テ

ー
マ
は
「
希
望
都
市
・
交
流
都

市
・
成
長
都
市
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
」。
人
口
減
少
社
会
の
世

界
最
先
端
地
域
で
あ
る
北
海
道

に
お
い
て
、
北
広
島
市
は
先
進
的

な
様
々
な
地
域
づ
く
り
施
策
を

実
施
し
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
Ｂ
Ｐ
（
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
）の
整
備
決
定
や
、
道
内
の「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
５
年
連
続

１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
様
々
な

成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

上
野
市
長
は
初
め
に
「
ま
ち
づ

く
り
は
、
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
こ

と
。
そ
こ
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
」
と
言
い
、
明
治
17
年
の
広
島

県
人
１
０
３
人
に
よ
る
開
拓
か

ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
辿
っ
た
。

続
い
て
「
自
然
と
創
造
の
調
和

し
た
豊
か
な
都
市
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
第
５
次
総
合
計
画
（
平
成
23

～
32
年
度
）
を
説
明
。
人
口
減
少

に
対
す
る
施
策
と
し
て
は
、
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
を
目
的
に
、

若
い
世
代
が
北
広
島
市
内
に
住

宅
を
取
得
す
る
際
に
助
成
金
を

支
給
し
た
り
、
高
齢
者
や
若
い
世

代
の
住
み
替
え
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
Ｂ
Ｐ
に
つ
い
て
「
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
連
携
し
ボ
ー
ル
パ

ー
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
究

極
の
地
方
創
生
。
夢
を
持
ち
そ
の

展
望
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

世
の
中
の
流
れ
を
変
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ

挑
戦
だ
」
と
語
っ
た
。

▼
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学

院
長
・
高
野
伸
栄
教
授
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
求
め
ら
れ
る

交
通
の
あ
り
方
」：
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
社
会
に
な
り
観
光
客
の
ス

ポ
ッ
ト
訪
問
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
ス
ポ
ッ
ト
訪
問
以
外

の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た

ら
い
い
か
、
目
的
地
・
行
動
な
ど

時
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
す
る

人
材
が
必
要
」
と
提
言
。

▼
一
般
社
団
法
人
北
海
道
開
発

技
術
セ
ン
タ
ー
地
域
政
策
研
究

所
長
・
原
文
宏
氏
「
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
観
光
・
地
域
づ
く
り
」：
シ
ー

ニ
ッ
ク
（
景
観
）
と
バ
イ
ウ
ェ
イ

（
わ
き
道
・
よ
り
道
）
を
組
み
合

わ
せ
、
地
域
の
魅
力
を
〝
道
〟
で

つ
な
い
で
個
性
的
な
地
域
、
美
し

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
施
策

「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海

道
」
を
紹
介
。「
地
元
で
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
連
携
人
口
を
増
や

し
、
移
動
そ
の
も
の
を
観
光
化
す

る
こ
と
で
新
た
な
北
海
道
の
魅

力
と
な
り
交
流
人
口
を
増
や
せ

る
。
人
口
が
減
少
し
て
も
活
力
あ

る
地
域
を
作
れ
る
」
と
話
し
た
。

学
園
札
幌
高
校
×
法
学
部
カ
フ
ェ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
日
系
人

初
の
判
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
ト
ウ
コ
・
セ
リ
タ
氏
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
最

高
裁
判
所
判
事
代
行
）
を
お
招
き

し
、「
ア
メ
リ
カ
で
生
き
る
：
女

性
と
し
て
、
判
事
と
し
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
第
48
回
法
学
部
カ

フ
ェ
が
10
月
25
日
、
50
番
教
室

で
開
か
れ
た
。
共
催
は
北
海
学
園

札
幌
高
校
。

前
半
は
セ
リ
タ
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
札
幌
生
ま
れ
の
セ
リ

タ
氏
は
、
５
歳
の
と
き
に
画
家
の

両
親
と
一
緒
に
米
国
へ
移
住
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
育
っ
た
。「
私

人
文
学
部

北
海
道
観
光
・
地
域
振
興
特
別
講
座

人
文
学
部
は
10
月
12
日
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
実
習
室
Ｅ
で
、
北
海
道

後
志
総
合
新
興
局
か
ら
荒
木
祐

亮
氏
と
秋
保
沙
央
里
氏

を
招
い
て
第
２
回
北
海

道
観
光
・
地
域
振
興
特

別
講
座
を
開
催
し
た
。

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
世

界
の
ベ
ス
ト
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
に
ラ
ン
ク
イ
ン

す
る
な
ど
海
外
か
ら
大

き
く
注
目
さ
れ
、
外
国

人
観
光
客
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。

ニ
セ
コ
の
課
題
は
深

刻
な
人
材
不
足
だ
。
冬

季
は
約
１
８
０
０
人
の

期
間
雇
用
ス
タ
ッ
フ
が

働
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
約
１
２
０
０
人
が
外

国
人
。
荒
木
氏
は
「
特
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
担
う
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
が
不
足
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
維
持
・
低
下
が
大
き

第
17
回
人
文
学
の
挑
戦

開
発
特
別
講
座

開
発
特
別
講
座

第
38
回

第
38
回

人
口
減
少
社
会
の
地
域
づ
く
り

の
中
に
は
日
本
と
米
国
の
２
つ

の
文
化
が
あ
り
、
多
様
性
に
富
ん

だ
社
会
で
育
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
す
。

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
を

卒
業
し
、
数
年
間
働
い
た
後
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
に
行
き
、
２
０
０
５
年
か

ら
裁
判
官
と
な
る
。
現
在
は
ド
ラ

ッ
グ
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
コ
ー

ト
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
リ
カ
バ

リ
ー
コ
ー
ト
（
精
神
衛
生
裁
判

所
）、
人
身
売
買
調
停
裁
判
所
の

３
つ
の
判
事
。
こ
れ
ら
は
問
題
解

決
型
裁
判
所
と
い
わ
れ
、
犯
罪
を

犯
し
た
関
係
者
を
罰
す
る
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
ド
ラ
ッ
グ
常
習

犯
や
精
神
疾
患
に
対
し
て
専
門

的
な
治
療
を
行
い
、
根
本
的
な
問

題
解
決
を
図
っ
て
い
る
。
セ
リ
タ

氏
は
「
人
身
売
買
は
今
で
も
世
界

中
で
行
わ
れ
て
い
る
」
と
言
い
、

そ
の
現
状
と
、
人
身
売
買
調
停
裁

判
所
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
説
明
し
た
。

セ
リ
タ
氏
が
判
事
に
な
っ
た

理
由
の
一
つ
は
「
当
時
、
米
国
国

内
に
ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
判
事

が
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
か
ら
」。

し
か
し
、「
ア
メ
リ
カ
社
会
に
は

今
で
も
ア
ジ
ア
系
女
性
や
有
色

人
種
の
女
性
に
対
し
て
人
種
差

別
、
性
的
差
別
が
あ
り
、
仕
事
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。
男
女

共
同
参
画
と
い
う
観
点
か
ら
も

世
界
的
な
問
題
だ
」
と
訴
え
た
。

２
０
１
４
年
に
は
、
日
系
米
国

人
リ
ー
ダ
ー
の
代
表
10
名
の
中

の
一
人
に
選
ば
れ
、
日
本
に
招
待

さ
れ
た
。「
私
の
経
験
や
成
功
を

若
い
女
性
た
ち
に
見
せ
る
こ
と

で
、
将
来
、
自
分
に
も
可
能
性
が

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
学
生
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

後
半
は
北
海
学
園
札
幌
高
校

３
年
・
田
丸
瑞
花
さ
ん
、
同
校
１

年
・
グ
ラ
イ
ナ
ー
 オ
リ
ビ
ア
 咲

さ
ん
、
本
学
法
学
部
１
年
・
波
多

野
日
向
子
さ
ん
を
迎
え
、
英
語
で

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
将
来
グ
ロ

ー
バ
ル
に
働
き
た
い
と
い
う
３

人
は
、
目
を
輝
か
せ
て
ト
ウ
コ
さ

ん
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

な
課
題
」
と
指
摘
し
た
。

２
０
１
６
年
３
月
、
北
海
道
教

育
委
員
会
後
志
教
育
局
は
後
志

管
内
の
リ
ゾ
ー
ト
企
業
（
７
社
）、

農
協
、
市
町
村
と
タ
イ
ア
ッ
プ
協

定
を
締
結
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
つ
が「
ShiriBeshi留
学
」

（
通
称
：
ニ
セ
コ
留
学
）。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
地
域
交
流
等
を

通
し
て
学
ぶ
国
内
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。
研
修
先
は
宿
泊
施
設
、

飲
食
店
の
ほ
か
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
な

ど
様
々
。
学
生
た
ち
は
活
き
た
英

語
を
学
び
、
地
元
企
業
は
繁
忙
期

に
人
材
を
確
保
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
大
学
生
の
参
加
が
多

く
、
秋
保
氏
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
は
乗
り

越
え
、
成
長
し
て
い
く
姿
が
見
ら

れ
る
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。

北
海
学
園
大
学
生
の

S
hiriB
eshi留
学
体
験
談

▼
法
学
部
３
年
・
細�

�

井�

彪
雅

�
�
�
�

さ
ん

「
20
人
の
従
業
員
と
共
同
生
活

し
、
そ
の
内
７
割
が
外
国
人
。
毎

日
が
楽
し
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
留
学

の
経
験
も
あ
る
が
、
そ
の
時
と
同

じ
く
ら
い
英
語
を
使
い
、
む
し
ろ

リ
ア
ル
な
英
語
が
身
に
つ
い
た

と
思
う
」

▼
法
学
部
２
年
・
和
田

�

�

亘
平

�
�
�
�

さ
ん

「
自
分
の
英
語
力
を
試
し
た
く
て

留
学
に
参
加
し
た
が
、
少
し
し
か

通
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
周
り

の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ

て
、
無
事
１
カ
月
間
働
く
こ
と
が

で
き
、
自
信
と
な
っ
た
。
い
ろ
ん

な
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
」

後
志
総
合
新
興
局
ShiriBeshi留
学

shiribeshi.pref.hokkaido.lg.jp/

ts/tss/niseko_abroad.htm

▼
第
１
回
〈
10
月
４
日
〉

「
あ
る
の
が
当
然
？
 な
く
て
は

な
ら
な
い
？
 ～
公
共
施
設
の
明

日
を
考
え
る
～
」

工
学
部
教
授
  岡
本

�
�
�
�

浩
一

�
�
�
�

（
都
市
・
住
環
境
計
画
）

近
年
、
新
し
い
公
共
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

事
業
、
自
助
・
共
助
・
公
助
な

ど
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
考
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
が
複
数
出
現
し
て

い
ま
す
。
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
べ
く
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設

で
は
、
主
に
老
朽
化
を
原
因
と
す

る
多
様
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
ピ
ン
チ
は
、
公
共
の「
サ

ー
ビ
ス
」
と
「
施
設
」
と
の
関
係

を
変
革
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に
公
共
施
設
に
関
す

る
国
の
施
策
と
留
萌
市
の
状
況

を
概
観
し
ま
し
た
。
次
に
公
共
的

な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
恵
と

工
夫
に
よ
り
実
現
し
た
道
内
外

の
事
例
を
、
考
え
方
と
成
立
経
緯

に
注
目
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
大

切
な
の
は
公
共
施
設
と
い
う
「
容

れ
も
の
」
で
は
な
く
、
公
共
施
設

を
通
じ
住
民
の
何
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
の
か
と
い
う
「
役
割
・

な
か
み
」
で
す
。
各
事
例
の
共
通

点
は
、
住
民
も
巻
き
込
み
な
が
ら

丁
寧
か
つ
真
剣
に
「
役
割
・
な
か

み
」
を
考
え
直
し
、
実
現
方
策
を

柔
軟
に
見
出
す
姿
勢
で
す
。

質
疑
で
は
、
公
的
不
動
産
を
定

期
借
地
で
活
用
す
る
事
例
の
収

支
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
核
心
を
突
く

質
問
を
複
数
い
た
だ
き
、
小
さ
な

き
っ
か
け
に
な
れ
た
か
も
知
れ

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
第
２
回
〈
10
月
18
日
〉

「
留
萌
の
将
来
の
交
通
と
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
」

工
学
部
教
授
  鈴�

�

木�

聡�
�

士�

（
交
通
・
環
境
シ
ス
テ
ム
）

留
萌
市
は
今
後
、
２
０
４
５
年

ま
で
に
人
口
が
約
１
０
０
０
０

人
へ
と
半
減
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
超

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
交
通
と
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？

本
講
演
で
は
ま
ず
、
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
「
総
論
賛
成
各
論
反
対

の
ジ
レ
ン
マ
」
に
つ
い
て
論
じ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
住
み
続
け
た

い
」
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
公
共
交
通
の
重
要
性
に
つ
い

て
論
じ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
各
立

場
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
交
通
と
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を

述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
皆
様
が
と
て
も
熱
心

に
聴
講
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

講
演
後
の
参
加
者
と
の
質
疑
に

お
い
て
は
、
特
に
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の

存
廃
つ
い
て
質
問
が
集
中
し
ま

し
た
。
存
廃
へ
の
賛
否
に
関
わ
ら

ず
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
を
、
冷
静
か
つ
客
観

的
に
デ
ー
タ
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る

と
と
も
に
、
危
機
感
と
そ
れ
に
対

す
る
実
際
の
行
動
が
、
問
題
解
決

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。

▼
第
３
回
〈
11
月
１
日
〉

「
市
民
主
導
の
生
き
残
り
戦
略

を
考
え
る
 ～
訪
ね
る
も
い
い
、

移
る
も
い
い
、〈
る
も
い
い
ま
ち
〉

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
集
」

法
学
部
教
授
　
樽�

�

見�

弘�
�

紀�
�

（
市
民
社
会
・
公
共
政
策
）

ま
ず
、
洞
爺
湖
畔
に
若
者
が
引

き
寄
せ
ら
れ
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
ニ
セ
コ
町
に
故
人
の
遺
志

を
う
け
て
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ

ャ
」
を
作
り
続
け
る
農
場
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
事
例
に
触
れ
な
が

ら
、
市
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
の

具
体
的
な
工
夫
を
話
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
後
、
会
場
か
ら
手
が

上
が
り
、「
学
園
大
法
学
部
出
身

で
す
。
先
生
の
授
業
も
と
り
ま
し

た
」
と
切
り
出
し
た
男
性
か
ら
、

「
勤
務
先
の
派
遣
で
留
萌
に
住
ん

で
い
る
が
、
こ
の
ま
ち
に
は
何
も

な
い
。
若
い
僕
ら
は
こ
こ
で
何
を

し
て
、
何
に
楽
し
み
を
見
出
し
た

ら
い
い
の
か
」
と
の
質
問
を
投
げ

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、「
何
も
な
い

ま
ち
に
派
遣
さ
れ
る
の
も
組
織

に
働
く
者
の
楽
し
み
の
一
つ
。
マ

チ
ヂ
カ
ラ
（
ま
ち
に
埋
も
れ
て
い

る
魅
力
）
を
発
見
す
る
の
は
ひ
と

え
に
あ
な
た
の
想
像
力
に
か
か

っ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
重
ね
て
、
留
萌
市
に
移

住
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
運

営
に
関
わ
る
こ
と
を
決
め
た
若

い
女
性
か
ら
情
報
発
信
を
通
じ

た
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
せ
る
思

い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

法学部
樽見弘紀教授

工学部
岡本浩一教授

工学部
鈴木聡士教授

開
発
研
究
所
主
催
の
第
38
回
開
発
特
別
講
座
が
10
月
４
日
、
18
日
、

11
月
１
日
の
３
回
に
わ
た
り
、
留
萌
市
中
央
公
民
館
で
「
る
も
い
の
未

来
へ
の
投
資
と
都
市
づ
く
り
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。 左から、司会の本学工学部・鈴木聡士教授、北広島市長・上野正三氏、同市・企画財政部長兼BP推進室長・川村裕樹氏、北

海道大学公共政策大学院長・教授・高野伸栄氏、一般社団法人北海道開発技術センター地域政策研究所長・原文宏氏、フ
ードライター／M・I合同会社ほっかいどう食図鑑事業部・専務・小西由稀氏、本学開発研究所長・西村宣彦経済学部教授

▼
フ
ー
ド
ラ
イ
タ
ー
・
小
西
由
稀

氏「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る『
食
』

の
価
値
と
課
題
を
考
え
る
」：
第

一
次
産
業
の
従
事
者
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
、
食
の
消
費
量
の
減

少
な
ど
の
課
題
を
あ
げ
、
こ
れ
ら

に
対
し
「
農
業
漁
業
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
共
生
産
者
の
意
識
を
持

つ
こ
と
」
や
「
食
の
魅
力
を
深
堀

り
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ

る
」
な
ど
、
課
題
解
決
の
種
を
ま

く
大
切
さ
を
説
い
た
。

▼
本
学
開
発
研
究
所
長
・
西
村

宣
彦
経
済
学
部
教
授
「
不
確
実
性

の
高
ま
り
と
こ
れ
か
ら
の
自
治

体
財
政
運
営
」：
先
の
見
通
し
が

立
た
な
い
国
の
財
政
状
況
か
ら
、

今
後
の
自
治
体
に
つ
い
て
「
厳
格

な
緊
縮
策
は
副
作
用
も
大
き
い
。

あ
ら
ゆ
る
行
財
政
資
源
の
使
用

に
つ
い
て
、
未
来
の
投
資
に
つ
な

が
る
か
厳
し
く
問
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
は
痛
み
を
分
か
ち

合
う
時
代
。
希
望
を
捨
て
ず
諦
め

な
い
意
志
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

「人口減少社会の地域づくり」をテーマとした日本地域学会第 55 回（2018）年次大
会公開シンポジウムが 10 月 7 日、本学Ｄ20 番教室で開催された。後援は本学開発研
究所。前半は、本学 OB でもある北広島市長・上野正三氏による基調講演が行われた。
後半は「交通」「観光」「食」「財政」の各分野の専門家によるパネルディスカッション
で、最新の取り組みやアイデアなどが示された。

日本地域学会第55回
（２０１８）年次大会 公開シンポジウム

左から、樽見弘紀法学部カフェ店長、トウコ・セリタ氏、北
海学園札幌高校３年・田丸瑞花さん、同校１年・グライナ
ー オリビア 咲さん、本学法学部１年・波多野日向子さん

ア
メ
リ
カ
で
生
き
る

女
性
と
し
て
、判
事
と
し
て

ShiriBeshi 留学
ニセコで生きた英語を学びながらインターンシップ

左から、北海道後志総合新興局・
秋保沙央里氏と荒木祐亮氏

アイヌの人々やアイヌ文化を「森」
との関わりから紹介した3人の講師

ニューヨーク州クイーンズ郡
最高裁判所判事代行 トウコ・
セリタ氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
17
回
人
文
学
の
挑
戦
×
北

海
道
み
ら
い
事
業
が
10
月
７
日
、

紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店
で
行

わ
れ
た
。
今
年
３
月
、
風
土
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
ア
イ
ヌ
文
化
と
森
─
人
々
と
森

の
関
わ
り
─
』（
共
著
）の
著
者
３

人
が
講
演
。
本
学
人
文
学
部
客
員

研
究
員
・
出
利
葉
浩
司
氏
は
道

具
の
利
用
と
森
に
つ
い
て
、
文
化

庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
ア
イ

ヌ
文
化
振
興
調
査
官
の
内
田
祐

一
氏
は
植
物
と
人
々
、
本
学
人
文

学
部
・
手
塚
薫
教
授
は
千
島
列

島
の
人
々
と
木
の
利
用
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
。
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し
さ
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。「
車
椅
子
の
操
作

技
術
と
、
自
分
の
体

の
使
え
る
機
能
を
最

大
限
に
活
用
し
て
行

う
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で

す
」。岩

﨑
さ
ん
が
本
格

的
に
始
め
た
の
は
大

学
卒
業
後
。
初
任
地

の
網
走
時
代
は
、
札

幌
や
釧
路
、
北
見
に

ま
で
出
向
い
て
練
習

し
た
。

２
０
１
１
年
に
札
幌
勤
務
と

な
り
、現
チ
ー
ム
へ
。当
時
、

チ
ー
ム
は
低
迷
し
て
お
り
、

一
か
ら
立
て
直
す
た
め
、キ

ャ
プ
テ
ン
に
就
任
。
し
か

し
、な
か
な
か
結
果
が
出
な

か
っ
た
。自
身
は
休
暇
を
取

り
な
が
ら
、仙
台
の
強
豪
チ

ー
ム
の
練
習
や
、次
世
代
の

日
本
代
表
を
目
指
す
選
手

た
ち
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ク
ス
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
。手
応
え
を

感
じ
て
い
た
。

そ
ん
な
な
か
、練
習
を
追

い
込
み
す
ぎ
本
業
の
仕
事

も
忙
し
く
な
り
、座
骨
部
に

褥
瘡
（
じ
ょ
く
そ
う
）
を
作

っ
て
し
ま
う
。一
般
的
に
褥

瘡
は
、寝
た
き
り
の
高
齢
者

に
多
い
床
ず
れ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、車
椅
子
バ

ス
ケ
の
選
手
が
抱
え
る
問

題
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。岩

﨑
さ
ん
は
入
院
、
手
術
へ
。

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
で
き
な

い
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、

自
分
が
勉
強
し
て
き
た
こ

と
を
み
ん
な
に
伝
え
る
こ
と
」。

試
合
の
ビ
デ
オ
を
繰
り
返
し
見

て
分
析
す
る
な
ど
、
課
題
を
積
み

上
げ
な
が
ら
試
行
錯
誤
す
る

日
々
が
２
年
続
い
た
。

そ
し
て
自
身
も
復
帰
し
た
２

０
１
５
年
、
つ
い
に
北
海
道
地
区

予
選
で
優
勝
。
続
く
２
０
１
６
年

も
優
勝
し
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

岩
﨑
さ
ん
に
と
っ
て
車
椅
子

バ
ス
ケ
と
は
何
な
の
か
。「
最
近

に
な
っ
て
思
う
ん
で
す
が
、
障
が

い
者
に
な
っ
た
こ
と
を
、
僕
自
身

が
ま
だ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な

い
ん
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
る

こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て

い
ら
れ
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
め

て
し
ま
う
と
、
普
通
の
障
が
い
者

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
嫌

で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で

も
一
番
カ
ッ
コ
良
く
て
、
一
番
難

し
そ
う
な
車
椅
子
バ
ス
ケ
に
魅

力
を
感
じ
る
ん
で
す
」。

岩
﨑
さ
ん
が
障
が
い
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
を
、
後
輩
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
話
し
て

く
れ
た
。「
一
番
の
障
が
い
は
カ

ラ
ダ
の
問
題
で
は
な
く
、
何
か
に

挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
た
時
に
『
自

分
に
は
無
理
』
と
思
う
こ
と
。
こ

れ
は
誰
に
で
も
言
え
る
こ
と
で

す
。
障
が
い
を
作
っ
て
い
る
の
は

自
分
、
考
え
方
ひ
と
つ
で
可
能
性

は
無
限
に
広
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
」

岩
﨑
さ
ん
に
次
の
目
標
を
聞

い
た
。

「
や
る
か
ら
に
は
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
ま
す
」

あ
っ
て
休
む
こ
と
も
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
学
業
よ
り
ス
キ
ー
優
先

の
生
活
だ
っ
た
た
め
全
然

単
位
が
取
れ
て
い
な
い
。だ

れ
も
が
４
年
で
卒
業
は
無

理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
４
年
生
に
な
り
、

こ
れ
以
上
親
に
も
自
分
に

も
甘
え
ら
れ
な
い
と
一
念

発
起
。
偶
然
に
も「
同
じ
く

ら
い
単
位
を
取
れ
て
い
な

か
っ
た
や
つ
」
と
出
会
い
、

「
二
人
で
毎
日
、
朝
か
ら
晩

ま
で
鬼
の
よ
う
に
勉
強
し

た
」。卒
業
設
計
も
二
人
で
、

小
野
恭
平
教
授（
現
在
、
名

誉
教
授
）
の
も
と
で
制
作
。

「
出
来
の
悪
い
二
人
の
学
生

を
、小
野
先
生
は
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
ま
し
た（
笑
）」

と
振
り
返
る
。そ
の
作
品
は

小
野
先
生
が
退
職
さ
れ
る

ま
で
大
事
に
と
っ
て
お
い

て
く
れ
た
と
い
う
。そ
し
て

１
年
間
で
58
単
位
を
取
得

し
卒
業
。
そ
の
後
半
年
、
公

務
員
予
備
校
に
通
い
、北
海

道
職
員
と
な
っ
た
。

車
椅
子
バ
ス
ケ
と
の
出
会

い
は
、入
院
中
の
美
唄
で
行
わ

れ
て
い
た
大
会
だ
。「
予
想
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
」だ
っ

た
。
１
チ
ー
ム
５
人
、
コ
ー
ト

の
広
さ
、ゴ
ー
ル
の
高
さ
は
一

般
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と

同
じ
。椅
子
に
座
っ
た
状
態
で

シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
と
こ
ろ
を

想
像
し
た
だ
け
で
も
、そ
の
難

「自分には無理」と思うことが障がいだ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

車
椅
子
を
巧
み
に
操
り
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
に
、
時
に
は
車
椅
子
同
士

が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

ら
緻
密
な
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

の
中
で
も
花
形
と
い
わ
れ
る
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
実

に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
ス
ポ
ー
ツ

だ
。
本
学
工
学
部
建
築
学
科
Ｏ

Ｂ
・
岩
﨑
圭
介
さ
ん
は
、
北
海
道

職
員
と
し
て
仕
事
を
す
る
旁
ら
、

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
・
札
幌
ノ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ド

の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

岩
﨑
さ
ん
は
大
学
２
年
の
春

休
み
、
長
野
県
白
馬
で
行
わ
れ
て

い
た
モ
ー
グ
ル
全
日
本
選
手
権

大
会
の
練
習
中
に
転
倒
し
、
脊
髄

を
損
傷
。
以
後
、
車
椅
子
の
生
活

と
な
っ
た
。

大
学
は
３
年
次
の
前
期
を
休

学
し
、
後
期
か
ら
復
学
し
た
が
、

初
め
は
、
体
調
管
理
の
難
し
さ
も

学園学 園学 園人人人脈記脈記脈記
第 6 回

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
１
年
札
幌
市
生

ま
れ
。２
０
０
１
年
３
月（
大
学
２
年
）、

モ
ー
グ
ル
全
日
本
選
手
権
大
会
の
練
習
中

に
転
倒
、脊
髄
損
傷
で
車
椅
子
生
活
と
な

る
。２
０
０
４
年
、北
海
学
園
大
学
工
学

部
建
築
学
科
卒
業
。同
年
、公
務
員
予
備

校
に
通
い
な
が
ら
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
始
め
る
。２
０
０
５
年
、北
海
道

職
員
に
採
用
さ
れ
、網
走
支
庁
勤
務
。２

０
１
１
年
、札
幌
勤
務
。札
幌
ノ
ー
ス
ウ

ィ
ン
ド
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
る
。２
０
１

５
年
・
２
０
１
６
年
、車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
北
海
道
地
区
予
選

優
勝
。

第4回たいせつカップ（11月11日）での攻防戦

か
、
放
送
局
の
新
し
い
取
り
組
み

や
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際

の
様
子
を
話
し
、
参
加
者
は
ラ
ジ

オ
の
大
切
さ
を
実
感
し
な
が
ら

聞
い
て
い
た
。

産
直
野
菜
・
果
物
即
売
会
「
北

海
マ
ル
シ
ェ
」
や
無
料
カ
イ
ロ
施

術
も
大
盛
況
。
大
学
生
協
食
堂

「
学
食
ｄ
ｅ
ラ
ン
チ
」で
は
、
友
と

の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
た
。

同
窓
会
「
豊
平
会
」
総
会
・
懇

親
会
（
同
窓
の
夕
べ
）
が
10
月
27

日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
約
８
０
０
名
が
出
席
し

た
。
本
学
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
レ
ス

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

や
、
札
幌
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
い
と
た
い
の
ラ

イ
ブ
、
学
園
グ
レ
イ
ト
ビ
ン
ゴ
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

第
11
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
が
10
月
６
日
、
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

第
６
回
学
園
か
え
る
カ
フ
ェ

は
、
帯
広
市
民
ラ
ジ
オ
・
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ザ
ー
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
・
松
崎
霜
樹
氏
と
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ

ジ
オ
「
カ
ー
ナ
ビ
ラ
ジ
オ
午
後
一

番
！
」
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
山
根

あ
ゆ
み
氏
を
お
迎
え
し
、
テ
ー
マ

は
「
ラ
ヂ
オ
の
時
間
〜
周
回
遅
れ

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
メ
デ
ィ
ア

?!
〜
」。
ラ
ジ
オ
離
れ
が
進
む
な

一
つ
。「
実
際
の
経

験
に
も
と
づ
い
て

現
実
の
空
気
感
を

表
現
し
た
か
っ
た

の
で
、ど
こ
か
に
行

く
シ
ー
ン
は
実
際

に
行
き
、ケ
ー
キ
を

食
べ
る
描
写
で
は
ケ
ー
キ
の
写

真
を
撮
っ
た
り
、
一
口
ず
つ
食

べ
て
は
メ
モ
を
と
っ
て
分
析
し

ま
し
た
」。

大
学
時
代
は
ご
く
平
凡
な
学

生
だ
っ
た
と
い
う
。
卒
業
後
は

２
年
間
、
会
社
員
と
し
て
働
い

た
が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
の
夢

だ
っ
た
作
家
へ
の
道
を
歩
む
た

め
に
退
職
し
、
執
筆
活
動
へ
。

漫
画
原
作
者
と
し
て
少
年
ジ

ャ
ン
プ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
で
２
０
１
４

年
か
ら
15
年
に
か
け
、
２
本
の

て
お
り
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
あ

る
が
、
実
に
さ
わ
や
か
な
青
春

物
語
で
も
あ
る
。

作
中
に
出
て
く
る
ま
ち
の
様

子
や
食
べ
物
に
関
す
る
描
写

は
、
川
澄
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
の

こ
の
作
品
は
札
幌
を
舞
台

に
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
女
子
中
学
生

と
幼
な
じ
み
で
不
登
校
中
の
少

年
が
、
日
常
の
ち
ょ

っ
と
し
た
謎
を
解

き
明
か
し
て
い

く
物
語
。
ヒ
ロ
イ

ン
の
同
級
生
３
人

を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
良
く
描
か
れ

読
み
切
り
作
品
を
書
い
た
が
、

そ
の
後
は
結
果
が
出
ず
、
昨
年
、

小
説
に
挑
戦
し
た
。「
何
か
を
変

え
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
自
分
の
手
で
つ
く
っ
て

み
よ
う
と
。
そ
れ
で
ダ
メ
だ
っ

た
ら
諦
め
ら
れ
る
」。

今
回
の
受
賞
で
大
き
な
手
応

え
を
感
じ
た
と
い
う
。「
や
っ
と

評
価
し
て
も
ら
え
た
。で
も
、作

家
デ
ビ
ュ
ー
の
喜
び
に
浸
っ
て

い
ら
れ
る
の
は
、
本
当
に
短
い

間
だ
け
。
も
う
次
の
作
品
の
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
」。

川
澄
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
。

すみかわ こう へい

川澄 浩平 小説家

経済学部経済学科
平成20年度卒・56期生

鮎
川
哲
也
賞
受
賞

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説

作
家
デ
ビ
ュ
ー

法
務
省
か
ら
９
月
11
日
、
平
成

30
年
司
法
試
験
の
結
果
が
発
表

さ
れ
、
本
学
法
務
研
究
科
（
法
科

大
学
院
）か
ら
、
林
拓
哉
さ
ん
、
小

関
亜
耶
さ
ん
、
小
倉
沙
織
さ
ん
の

３
名
が
合
格
し
た
。

こ
れ
で
本
学
法
科
大
学
院
の

平
成
20
年
か
ら
11
年
間
の
合
格

者
数
は
合
計
­­­39
人
と
な
っ
た
。
今

年
の
受
験
者
総
数
は
５
２
３
８

人（
前
年
比
７
２
９
人
減
）、
合
格

司
法
試

司
法
試
験験
３
名
合
格

３
名
合
格

司
法
試

司
法
試
験験
３
名
合
格

３
名
合
格

司
法
試
験
３
名
合
格

平成30年

小
�

倉
��

沙
�

織
��

者
は
１
５
２
５
人
（
前
年
比
18
人

減
）、
受
験
者
数
に
対
す
る
合
格

率
は
29
・
11
％
（
前
年
比
３
・

25
㌽
増
）
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
司
法
修
習
生
と
し

て
任
に
当
た
る
３
人
に
対
し
て

９
月
27
日
、
法
務
研
究
科
長
、
教

育
振
興
委
員
長
、
大
学
院
事
務
部

長
同
席
の
下
、
学
長
（
教
育
振
興

会
長
）
か
ら
激
励
の

言
葉
と
と
も
に
司

法
修
習
支
援
金
が

給
付
さ
れ
た
。

９
月
29
日
に
は

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
合
格
者
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
、

三
人
を
称
え
る
と

と
も
に
今
後
の
活

躍
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

司
法
修
習
支
援
金
給
付

前列左から司法試験に合格した林拓哉さん、
安酸学長、小関亜耶さん、小倉沙織さん

私は札幌東高校を卒業後、東京外国語大学
外国語学部東南アジア課程ビルマ語科でビ
ルマ語を専攻しました。法律的な知識を身に
着けることで日本とミャンマーとのより良
い関係構築の一助になりたいという思いか
ら弁護士を志し、北海学園大学大学院法務研
究科に入学して、今回３度目の挑戦で司法試
験に合格することができました。

全く法律の勉強をしたことがなかったた
め、法律的な知識や考え方の面で苦労もあり
ました。しかし、本研究科は少人数制で、授
業も質問しやすいアットホームな雰囲気が
ありましたし、ＯＢの先輩方がゼミなどで親
身になってくださったのでしっかりと納得
できるまで理解を深められました。

何度も挫けそうになりましたが、先生方や
仲間、家族、友人達の心強い励ましがあった
からこそ、今回合格することができたのだと
思います。これから司法修習を経て実務に出
て行くことになりますが、感謝の気持ちを忘
れず努力を続けていきたいと思います。

私は、札幌藻岩高校を卒業後、北海学園大
学法学部に入学しました。法律学の勉強に面
白さを感じていたこと、裁判官に憧れがあっ
たこと、ゼミの千葉卓先生が背中を押してく
ださったことから、司法試験の合格を目指す
ことを決意しました。

昨年の試験で再び不合格となったときは
諦めようと思いましたが、諦めたら後悔する
と思い、ラストチャンスと決めた４回目の挑
戦で司法試験に合格することができました。
司法試験に合格するまでの日々はとても苦
しかったです。しかし、努力は報われるもの
だと実感しました。家族や友人、先生方、私
を支えてくださった皆さん、本当にありがと
うございました。司法修習では勉強はもちろ
ん、同期の修習生、教官、実務修習担当の皆
さんとの交流も積極的に行い、様々な考え方
や価値観を学びたいです。そして、一つひと
つの事件に真剣に向き合い、いつも丁寧かつ
謙虚に、誠実に仕事に取り組む法曹を目指し
ていきたいです。

林
���

拓
��

哉
�平成27年度

標準未修者コース修了
平成26年度
標準未修者コース修了

小
�

関
��

亜
�

耶
�

夢への第一歩
平成27年度
標準未修者コース修了

私は、平成 25 年３月に北海学園大学法学
部法律学科を卒業後、平成 28 年３月に北海
学園大学大学院法務研究科を修了し、今年３
度目の受験で司法試験に合格しました。

高校生の頃から法曹に憧れ、ロースクール
のある北海学園大学を選びました。そ
して、ようやく今年になって夢へ
の第一歩を踏み出すことができ
ました。法学部に在籍していた時
から司法試験に合格するまで、先

生や事務員の方、家族等多くの方々に支えら
れてきました。私のこの合格は北海学園大学
関係者皆さまの支えがあってこそのものだ
と思います。

合格までの道のりは今まで経験したこと
がないほど苦しく辛いものでした。長い間、
体の不調や眠れない日が続きました。それで
も頑張ろう、続けようと諦めなかったのは私
を今まで支えてくれた方々の存在があった
からです。

私は、私を支えてくれた方々への恩
を返すように困って苦労している
方の手助けができる弁護士となれ
るよう、これからも頑張り続けま
す。

合格合格者者のの声声合格合格者者のの声声合格者の声

努力は必ず報われる感謝の気持ちを忘れずに

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

母
校
で
友
と
の
再
会今年も大盛況だった北海マルシェ

平
成
30
年
度

豊
平
会
 総
会
・
懇
親
会

「
同
窓
の
夕
べ
」

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

『探偵は教室にいない』
東京創元社

本
学
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
・
川
澄
浩
平
さ
ん
の
著
書『
探
偵
は
教
室
に
い

な
い
』が
今
年
４
月
、
東
京
創
元
社
主
催
の
文
学
新
人
賞「
第
28
回
鮎

川
哲
也
賞
」
を
受
賞
し
た
。
応
募
１
５
７
作
品
の
中
か
ら
大
賞
に
選

ば
れ
、
10
月
12
日
に
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

車椅子バスケットボールチーム札幌ノースウィンド

代 表 岩 﨑
� � � �

圭 介
� � � �

氏
北海道総合政策部情報統計局情報政策課勤務

工学部建築学科  平成15年度卒・33期生
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 「プロジェクト180」経営学部
佐藤大輔ゼミ 学芸員課程     「奥尻島研修」

月
・
７
月
）
で
は
、
島
の
祭
り
に

も
参
加
し
て
お
神
輿
を
担
い
だ

り
、
露
店
の
手
伝
い
な
ど
を
行
っ

た
。
島
の
人
た
ち
と
も
親
し
く
な

り
「
若
者
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
」「
可
能
性
を
自

分
た
ち
で
狭
め
な
い
で
、
も
っ
と

相
談
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
助
言

も
受
け
た
。

提
供
メ
ニ
ュ
ー
や
価
格

設
定
、
宣
伝
広
報
、
保
健
所

へ
の
営
業
許
可
申
請
等
、

初
め
て
の
準
備
作
業
を
急

ピ
ッ
チ
で
行
い
、
い
よ
い

よ
開
店
に
む
け
て
８
月
７

日
、
７
日
間
の
滞
在
日
程

で
天
売
島
へ
。

お
店
で
は
、
焼
き
鳥
や

パ
ン
ケ
ー
キ
、
海
鮮
う
ど

ん
な
ど
を
提
供
。
メ
ン
バ

ー
全
員
の
奮
闘
と
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
の
協
力
の
も

と
、
２
日
間
で
述
べ
１
０

０
人
以
上
が
訪
れ
大
繁
盛

と
な
っ
た
。
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
空
き
店
舗
活
用

班
代
表
の
今
野
友
輝
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
こ
の
事
業
が
天
売

島
に
定
着
で
き
る
よ
う
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
」
と
話
し
た
。

学
生
の
感
想
は
次
の
通
り
。

▼
学
生
リ
ー
ダ
ー
兼
書
籍
班
リ

ー
ダ
ー
・
牧
野
睦
さ
ん
（
３
年
）

「
島
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う

意
欲
が
大
切
で
、
そ
の
気
持
ち
は

島
の
人
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
２
０
１
６
年
か
ら
続

▲飲食店の営業
中、学生たちと多
くの住民、観光客
が交流した

地
域
協
働
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
、
学
生
が
地
域
活
性
化
を
め

ざ
し
て
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、

実
践
す
る
授
業
だ
。
始
ま
り
は
２

０
１
６
年
に
実
施
さ
れ
た
天
売

島
で
の
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
。
今
年
で
３
年
目
と
な
る
。
天

売
島
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、
先

輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
践
段
階
に
入
っ
た
。

空
き
店
舗
活
用
班
は
、

人
々
が
共
に
飲
食
を
す
る

こ
と
で
交
流
が
生
ま
れ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、空
き
店

舗
で
の
飲
食
店
営
業
を
計

画
。
第
一
関
門
は
、
空
き
店

舗
を
再
整
備
す
る
た
め
の

資
金
集
め
だ
。学
生
の
強
み

を
最
大
限
に
活
か
せ
る
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ（
Ｃ
Ｆ
）を
利
用
し
た
。Ｃ

Ｆ
担
当
の
川
岸
賢
輔
さ
ん

（
３
年
）は「
企
画
書
の
制
作

に
あ
た
り
、事
業
の
魅
力
や

自
分
た
ち
の
想
い
を
ま
と
め
る

の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
目
標
の
金

額
を
上
回
る
約
48
万
円
も
の
資

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

振
り
返
る
。

２
回
に
わ
た
る
事
前
渡
航
（
６

天売島にて、協力していただいた関係者の方々と

リアルな企業の課題に取組む

経済学部の授業「地域協働フィールドワーク」では、7人の学生たちが天売島で中・長期滞在し、地
域活性化をめざして活動している。主な内容は、歴史等を調査して書籍をつくることと、空き店舗活用。
8月10日と11日には空き店舗を活用した飲食店を営業し、島民と観光客と学生の交流を図った。

「島に何が必要か」を考え実践的な活動

経済学部    天売島で「地域協働フィールドワーク」

スコティッシュサーモン販売促進チーム
が展示会でバイヤーの方々と商談

学
芸
員
課
程
は
１
部
の
全
学

部
の
学
生
が
履
修
可
能
で
、
研
修

や
実
習
な
ど
を
通
し
て
共
に
学

べ
る
の
が
特
徴
の
一
つ
だ
。
学
生

が
自
主
的
に
企
画
・
実
施
す
る

奥
尻
島
研
修
に
は
、
法
学
部
、
人

文
学
部
、
工
学
部
の
学
生
計
９
名

が
参
加
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
村
ま
つ

り
」。
奥
尻
島
で
は
夏
に
な
る
と

各
地
区
で
村
ま
つ
り
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
１
９
９
３
年
の
北
海

道
南
西
沖
地
震
が
村
ま
つ
り
の

変
容
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て

き
た
の
か
を
調
査
し
た
。

研
修
の
前
半
は
、
５
カ
所
の
村

ま
つ
り
に
実
際
に
参
加
し
た
ほ

か
、
合
計
７
地
区
で
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
。
３
週
間
通
し
て
島
に

滞
在
し
た
リ
ー
ダ
ー
の

佐
々
木
理
子
さ
ん（
法
学
部

３
年
）は
、「
い
く
つ
も
の
村

ま
つ
り
に
参
加
す
る
う
ち

に
私
た
ち
学
生
の
存
在
が

知
ら
れ
、話
し
か
け
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。時
間

を
か
け
て
地
域
に
溶
け
込

む
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
情

報
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
」と
長
期
滞
在
の
成
果

を
話
す
。

後
半
は
、今
回
の
研
究
の

大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、Ｇ

Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
を
活
用
し
た
「
記
憶
地

図
」
の
作
成
を
行
っ
た
。「
記
憶
地

図
」
と
は
、
聞
き
取
り
調
査
等
に

よ
り
地
域
住
民
の
記
憶
の
中
に

あ
る
情
報
を
抽
出
し
地
図
化
し

た
も
の
。
具
体
的
に

は
、
３
年
前
に
ま
つ

り
が
廃
止
に
な
っ
た

谷�

地�

地
区
の
住
民
８

名
に
、
村
ま
つ

り
・
魅
力
・
災

害
の
３
つ
に
つ

い
て
自
由
に
語

り
合
っ
て
も
ら

い
、
学
生
た
ち

は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
作

成
し
た
大
判
の

地
図
に
、
聞
き

取
っ
た
情
報
の

メ
モ
を
重
ね
て

い
っ
た
。

「
魅
力
」の
聞

き
取
り
を
担
当

し
た
浅
妻
佑
軌
さ
ん（
人
文

学
部
２
年
）は
、「
地
図
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
、住
民
た

ち
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
、
会
話

が
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん
の
情

報
を
よ
り
正
確
に
引
き
出
せ
た
」

と
、
地
図
上
で
可
視
化
す
る
こ
と

の
効
果
を
語
る
。
ま
た
、
災
害
に

つ
い
て
は
、
学
生
た
ち
と
打
ち
解

け
話
が
盛
り
上
が
っ
て
か
ら
、
少

し
ず
つ
語
り
始
め
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

落
と
し
、「
災
害
」
と
「
村
ま
つ
り

と
魅
力
」
の
２
枚
の
記
憶
地
図
を

作
成
。
11
月
24
日
開
催
の
北

海
道
民
族
学
会
で
、
記
憶
地
図

の
効
果
や
手
法
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
災
害
の
地
図
は
防
災

マ
ッ
プ
と
し
て
谷
地
地
区
に

配
布
す
る
予
定
だ
。

今
回
の
研
修
で
も
う
一
つ

の
大
き
な
成
果
は
、
住
民
の
人

た
ち
が
活
気
の
あ
っ
た
頃
の

村
ま
つ
り
を
思
い
起
こ
し
、

「
ま
た
村
ま
つ
り
を
や
り
た

い
」
と
い
う
意
欲
を
呼
び
覚
ま

し
た
こ
と
。「
来
年
は
山
車
を

引
く
若
者
20
人
を
連
れ
て
き

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
て

学
生
た
ち
に
話
し
て
い
た
。

学
芸
員
課
程
の
「
奥
尻
島
研

修
」
は
、
本
学
人
文
学
部
日
本
文

化
学
科
を
卒
業
し
、
現
在
、
奥
尻

島
で
学
芸
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
稲
垣
森
太
さ
ん
（
奥
尻
町

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

係
）
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
こ
数

年
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

札
幌
商
工
会
議
所
や
札
幌
市
、

北
海
道
新
聞
社
な
ど
が
参
画
す

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
８
０
」
は

単
な
る
就
業
体
験
で
は
な
く
、
リ

ア
ル
な
企
業
の
課
題
に
対
し
て

企
業
側
の
立
場
で
学
生
が
主
体

的
に
企
画
・
立
案
し
、
実
際
に
提

案
を
実
行
し
て
い
く
。
５
月
か
ら

９
月
に
わ
た
り
１
８
０
日
間
で

実
施
さ
れ
、
経
営
学
部
・
佐
藤
大

輔
ゼ
ミ
は
昨
年
に
続
い
て
の
参

加
。
２
〜
３
年
生
が
３
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
企
業

の
部
署
に
配
属
さ
れ
た
。

石
澤
恵
栄
さ
ん
（
２
年
）
の
グ

ル
ー
プ
は
、
丸
水
札
幌
中
央
水
産

株
式
会
社
の
商
品
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
配
属
さ
れ
た
。
与
え
ら

れ
た
課
題
は
、
北
海
道
で
は
な
じ

み
の
薄
い
鰤
（
ブ

リ
）
や
鰯
（
イ
ワ

シ
）
の
新
し
い
食

べ
方
、
商
品
の
提

案
だ
。
話
し
合
い

か
ら
始
め
、６
月
に
は
企
業

の
現
場
を
見
学
、早
朝
の
競

り
に
も
足
を
運
ん
だ
。そ
し

て
、実
際
に
食
材
を
調
理
し

試
行
錯
誤
し
て
誕
生
し
た

の
が
『
鰤
瓶
』
だ
。
サ
イ
コ

ロ
状
に
カ
ッ
ト
し
た
鰤
に
た
け

の
こ
や
椎
茸
を
加
え
、
甘
辛
く
照

り
焼
き
味
に
し
て
瓶
詰
め
に
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
も
自
分
た
ち
で
考
案
し

た
。８

月
下
旬
に
百
貨
店
の
食
品

売
り
場
で
販
売
。
ご
年
配
の
方
々

を
中
心
に
約
90
個
売
れ
た
。
こ
の

『
鰤
瓶
』
は
、
継
続
販
売
も
検
討
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

石
澤
さ
ん
は
「
コ
ス
ト
面
や
賞

味
期
限
な
ど
問
題
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
計
画
通
り
に
進
ま
な
い
難

し
さ
が
あ
っ
た
。
で
も
、
何
も
な

い
と
こ
ろ
か
ら
商
品
を
つ
く
り

上
げ
、
達
成
感
や
や
り
が
い
を
感

じ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
え

た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
」
と
研
修

の
成
果
を
語
る
。

三
浦
編
子
さ
ん
（
２
年
）
チ
ー

ム
は
、
同
社
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

サ
ー
モ
ン
販
売
促
進
チ
ー
ム
に

配
属
さ
れ
た
。
文
字
通
り
、
展
示

商
談
会
で
い
か
に
売
り
込
む
か

が
課
題
だ
。

ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
サ
ー
モ
ン

は
完
全
養
殖
で
北
海
道
で
は
ま

だ
流
通
し
て
い
な
い
。
ま
ず
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
や
座
学
で

鮭
を
勉
強
。
夏
休
み

に
は
毎
日
市
場
へ
通

い
、
天
然
・
養
殖
15

種
類
の
鮭
を
食
べ
比

べ
、
味
の
違
い
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
流
通
経
路

も
学
び
、
加
工
工
場
も
見
学
。

「
今
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
札
幌

で
一
番
鮭
に
詳
し
い
は
ず
」
と
胸

を
張
る
。

迎
え
た
展
示
商
談
会
で
は
、
魚

の
プ
ロ
た
ち
も
認
め
る
ほ
ど
の

知
識
と
熱
意
を
発
揮
し
、
飲
食
店

と
の
商
談
会
や
小
売
店
で
の
販

売
会
予
定
な
ど
を
取
り
付
け
、
販

路
開
拓
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
商
品
開
発
グ
ル
ー
プ
と

同
じ
く
、
百
貨
店
の
食
品
売
り
場

で
、
北
海
道
で
初
め
て
ス
コ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
サ
ー
モ
ン
を
販
売
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
「
い
ま
、
水
産
業

も
人
手
不
足
で
、
魚
離
れ
も
進
ん

で
い
る
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
今
後
、
水
産
業
と
の
架
け

橋
に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

９
月
12
日
に
は
完
了
報
告
会

が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

商
品
開
発
・
販
売
促
進

企
業
の
目
線
で
学
ぶ

佐々木
� � �

理子
� �

法学部
法律学科3年

浅
� �

妻
� �

佑
� �

軌
�

人文学部
日本文化学科2年

丸水札幌中央水産の商品開発プロジェクト
に配属された石澤恵栄さんのグループ

石澤さんたち
が商品開発し
た「鰤瓶」

村まつり復活への呼水に

現現場で場で
 学学ぶぶ！！
現場で
 学ぶ！

け
て
き
た
成
果
だ
」

▼
今
野
友
輝
さ
ん
（
３
年
）「
島
内

で
の
交
流
拠
点
づ
く
り
は
成
功
、

天
売
島
の
今
後
に
向
け
て
の
可

能
性
を
見
出
せ
た
と
思
う
。
今
回

の
活
動
で
、
地
域
問
題
解
決
の
大

変
さ
を
再
認
識
で
き
た
」

▼
川
岸
賢
輔
さ
ん
（
３

年
）「
Ｃ
Ｆ
は
、
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

企
画
書
、
広
報
活
動
が
重

要
だ
と
わ
か
っ
た
」

▼
渡
部
凌
さ
ん

（
２
年
）「
天

売
島
の
皆

さ
ん
の
温

か
さ
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」

▼
安
田
眞
奈
さ
ん（
２
年
）「
札
幌

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景

色
を
見
て
島
の
良
さ
を
知
っ
た
」

▼
福
田
愛
子
さ
ん
（
２
年
）「
普
段

の
生
活
で
は
出
会
う
こ
と
が
で

き
な
い
方
々
と
お
話
し
で
き
、
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
」

▼
市
川
雄
二
郎
さ
ん
（
２
年
）「
来

年
も
こ
の
授
業
を
履
修
し
て
後

輩
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た

い
。
今
ま
で
の
活
動
を
継
承
し
つ

つ
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
」

書
籍
班
は
、
現
地
で
の
追
加
調

査
を
実
施
。「
漁
業
」、「
お
祭
り
」、

世
界
最
大
の
繁
殖
地
と
い
わ
れ

る
海
鳥
「
ウ
ト
ウ
」
の
３
つ
を
テ

ー
マ
に
ま
と
め
、
１
月
に
刊
行
予

定
。
そ
の
後
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

配
布
す
る
。

書籍班の聞き取り調査

空き店舗を活用し交流拠点に

GISで作成した地図に住民の記憶を重ねていくワークショップにて

GISを活用し「記憶地図」作り
8 月 7 日から 3 週間にわたって行われた学芸員課程の奥尻島研修。「村まつり」

をテーマに聞き取り調査を行い、地元の魅力を掘り起こすきっかけとなった。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

佐藤大輔ゼミの学生が参加した課題解決型長期インターンシップ「プロ
ジェクト180（ワンエイティ）」。企業の現場で、学生たちは成長する。
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海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
の
夏
、
学
生
た
ち
は
海
外
で
何
を
感
じ
た
の
か

貴
重
な
経
験
ば
か
り
の
三
週
間

経
営
学
部
海
外
総
合
実
習

カ
ナ
ダ・ブ
ロ
ッ
ク
大
学

経
営
学
部
経
営
学
科
２
年

柏�
�
�

谷�

優
衣

�

�入学初日の集合写真

私
は
、
夏
季
休
業
中
に
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
に
短
期
留
学
し
ま

し
た
。
到
着
し
て
一
週
間
ほ
ど

は
、
言
葉
の
壁
を
前
に
し
て
、
自

分
か
ら
進
ん
で
会
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

経
営
学
部
経
営
情
報
学
科
１
年

大
橋

�
�
�
�

り
か現地学生とバッファロージャンプへ

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

思
い
、
数
日
経
っ
た
バ
ス
移
動
の

時
に
、
自
分
か
ら
現
地
の
学
生
に

話
し
か
け
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

英
語
は
意
味
が
通
じ
に
く
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
女
は

最
後
ま
で
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
私

た
ち
は
よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
、

帰
国
し
て
か
ら
も
連
絡
を
取
っ

て
い
ま
す
。

私
が
今
回
の
留
学
で
得
た
も

の
は
、
自
分
か
ら
勇
気
を
出
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
、
日
本
に
い
る

と
き
は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
、

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
自

分
が
何
か
を
伝
え
る
の
に
文
法

は
二
の
次
で
、
一
番
大
事
な
こ
と

は
、
自
分
な
り
に
一
生
懸
命
伝
え

よ
う
と
す
る
こ
と
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
三
週
間
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
と
て
も
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
こ
の
海
外
総
合
実
習
に

興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
大

学
生
の
う
ち
に
海
外
に
行
く
経

験
を
し
た
い
、
と
い
う
理
由
か
ら

で
し
た
。
今
ま
で
海
外
経
験
が
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
目
に
入
る

も
の
、
耳
で
聞
こ
え
て
く
る
も
の

全
て
が
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
特

に
、
休
日
に
訪
れ
た
観
光
地
で
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
経
験
し
た
日

常
的
な
文
化
の
日
本
と
の
違
い

に
は
何
度
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
現
地
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
向
け
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
日

本
で
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て

き
た
も
の
を
、
緊
張
し
な
が
ら
も

堂
々
と
発
表
で
き
て
自
分
に
と

っ
て
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
実
習
を
通
じ
て
カ
ナ
ダ

で
経
験
し
た
こ
と
は
、
間
違
い
な

く
自
分
に
と
っ
て
何
に
も
代
え

ら
れ
な
い
貴
重
な
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
こ
の
新
鮮
な
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活

も
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

カ
ナ
ダ
で
の
多
文
化
体
験
を
通
じ
て

人
文
学
部
 英
米
文
化
特
別
演
習

カ
ナ
ダ・ブ
ロ
ッ
ク
大
学

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
１
年

静�
�
�

萌�
�

夏�

トロント観光のときに研修仲間と

私
は
研
修
に
参
加
し
て
留
学

は
語
学
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で

は
多
文
化
主
義
を
実
感
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
語
学
学

校
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来

た
人
々
が
い
ま
し
た
が
、
ど
の
国

の
人
も
勉
強
熱
心
で
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
一
緒
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
言
葉
を
教
え
合
う
こ
と
も

し
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
で
、
英
語
力
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
一
番
は
相

手
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分

で
も
英
語
を
使
っ
て
外
国
で
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

い
う
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
海
外
文
化
に
さ
ら
に
興
味
が

湧
き
、
英
語
に
対
す
る
意
欲
も
高

ま
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
や
ト
ロ
ン
ト
へ
の
観
光
な

ど
多
く
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
も
用

意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も

興
味
が
あ
る
人
は
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
で
す
。

心
に
残
っ
た
交
流

学
生
交
流
事
業
・
夏
期
海
外
研
修

韓
国
・
大
田
大
学
校

法
学
部
１
年原�

�

田�

新�
�
�

伝
え
る
こ
と

学
生
交
換
事
業
・
夏
期
海
外
研
修

カ
ナ
ダ・レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

韓服を着て記念撮影

夏
期
３
週
間
で
行
わ
れ
た
大

田
大
学
校
で
の
研
修
で
は
、
韓
国

語
で
行
わ
れ
る
授
業
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
学
習
、
大
田
大
学
校
の
学

生
や
先
生
方
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
韓
国
語
の
授
業
で
は
、

事
前
に
行
う
韓
国
語
の
実
力
テ

ス
ト
の
結
果
を
基
に
ク
ラ
ス
分

け
を
し
、
自
分
の
知
識
に
見
合
っ

た
授
業
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
日
２
コ
マ
の
授
業
で
す

が
、
先
生
方
が
熱
心
か
つ
、
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
一

瞬
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

体
験
学
習
で
は
韓
国
内
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
や
映
画
館

な
ど
に
行
っ
た
り
、
１
２
０
０
年

以
上
前
の
伝
統
家
屋
が
集
ま
っ

た
場
所
で
歴
史
を
学
ぶ
体
験
も

あ
り
ま
し
た
。
現
地
に
行
く
こ
と

で
、
日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
濃

い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に
残

る
の
は
、
人
と
の
交
流
で
す
。
僕

自
身
、
今
回
が
初
め
て
の
海
外
生

活
で
、
不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
大
田
大

学
校
の
学
生
や
先
生
方
が
積
極

的
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
お
か

げ
で
距
離
も
縮
ま
り
、
不
安
は
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
は
韓
国
語
の
勉
強
へ
の
意

欲
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
り
、

大
学
生
活
の
中
で
良
い
刺
激
に

な
っ
た
研
修
で
し
た
。

平
成
30
年
度
浅
羽
祭
が
10
月

22
日
、
本
学
４
号
館
第
３
会
議
室

に
お
い
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。
浅
羽
祭
は
、
北
海
学
園
創
立

の
功
労
者
で
あ
る
浅
羽
靖
先
生

（
１
８
５
４
～
１
９
１
４
）
の
ご

命
日
に
毎
年
行
わ
れ
る
行
事
。
浅

羽
先
生
を
は
じ
め
物
故
さ
れ
た

北
海
学
園
教
職
員
、
学
生
・
生
徒

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

浅�

�

羽�

祭
挙
行

昨
年
７
月
に
刊
行
し
た
本
書

は
北
海
道
大
学
の
大
学
院
生
時

代
か
ら
の
研
究
の
集
大
成
で

す
。
当
初
は
環
境
問
題
全
般
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
環

境
政
治
学
は
未
開
拓
の
分
野
だ

っ
た
た
め
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
。

修
士
課
程
で
は
ド
イ
ツ
緑
の

党
の
政
権
参
加
に
つ
い
て
研
究

し
ま
し
た
。
緑
の
党
は
環
境
や

平
和
、
女
性
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人

権
、
ま
た
近
年
は
難
民
・
移
民

と
の
共
生
を
重
視
し
て
い
る
政

党
で
す
。

博
士
課
程
進
学
後
は
オ
ラ
ン

ダ
に
留
学
し
、
社
会
運
動
論
を

学
ぶ
中
で
原
発
問
題
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。
し
か
し
原

発
問
題
に
関
し
て
日
本
の
政
治

学
者
に
よ
る
研
究
は
皆
無
で
、

社
会
学
や
経
済
学
、科
学
史
、法

学
な
ど
の
様
々
な
分
野
の
研
究

を
参
照
し
な
が
ら
手
探
り
で
研

究
し
ま
し
た
。留
学
中
は
、ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
本
部
の
あ
る
国

際
環
境
団
体
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

の
つ
て
で
ベ
ル
ギ
ー
や
英
仏
の

核
燃
料
施
設
を
視
察
し
、
帰
国

後
は
１
９
９
７
年
の
国
連
地
球

温
暖
化
京
都
会
議
で
太
陽
光
発

電
を
宣
伝
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
経
験
し
ま
し
た
。
博
士

論
文
は
日
本
と
ド
イ
ツ
の
原
発

を
め
ぐ
る
政
治
と
社
会
運
動
に

つ
い
て
書
き
、
こ
の
う
ち
日
本

に
つ
い
て
は
『
脱
原
子
力
の
運

動
と
政
治
』（
北
海
道
大
学
図
書

刊
行
会
、
２
０
０
５
年
）と
し
て

出
版
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ド
イ
ツ
に
関
す
る
修

士
・
博
士
論
文
を
ベ
ー
ス
に
何

度
も
調
べ
直
し
、
書
き
直
し
て

き
た
延
長
線
上
に
あ
る
の
が

『
参
加
と
交
渉
の
政
治
学
』
で

す
。
多
数
の
原
発
を
運
転
し
て

い
た
ド
イ
ツ
が
脱
原
発
を
決
定

す
る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
政

治
過
程
を
積
み
重
ね
て
き
た
の

か
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
福

島
第
一
原
発
の
事
故
後
、
商
業

用
原
発
の
半
数
近
く
の
廃
炉
が

決
ま
り
、
再
稼
動
し
た
原
発
も

わ
ず
か
９
基
で
す
。
原
発
は
一

旦
事
故
が
起
き
る
と
放
射
能
で

農
地
や
住
宅
、
自
然
を
汚
染
し
、

故
郷
を
奪
い
、
健
康
を
脅
か
し

ま
す
。
東
京
電
力
と
東
芝
と
い

う
日
本
の
二
大
企
業
も
原
発
事

故
の
結
果
、
事
実
上
の
破
綻
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

の
脱
原
発
の
政
治
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

『参加と交渉の政治学   
ドイツが脱原発を決めるまで』

法政大学出版局 2017年

を

本田　宏法学部教授
ほん  だ      　 ひろし

自著自著自著自著
語る語る語る 15

ド
イ
ツ
に
学
ぶ
脱
原
発
の
政
治
過
程

ポール ヘイズ教授（前列中央）と
ご家族の学長主催歓迎会にて

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
か
ら

交
換
教
員
着
任

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年

度
後
期
の
交
換
教
員
と
し
て
ポ

ー
ル
 ヘ
イ
ズ
教
授
が
９
月
11

日
、
本
学
に
着
任
し
た
。
文
理
学

部
所
属
の
ポ
ー
ル
教
授
は
、
本
学

の
「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅱ
」

を
担
当
。
カ
ナ
ダ
の
自
然
、
社
会
、

文
化
な
ど
の
多
分
野
か
ら
北
海

道
と
カ
ナ
ダ
を
比
較
研
究
し
て

い
く
。
任
期
は
12
月
20
日
ま
で
。

出席したご遺族および関係者

去
る
11
月
３
日
、
海
外
協
定
校

の
一
つ
で
あ
る
、
中
国
・
瀋
陽
市

の
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
の
招

き
で
、
法
学
部
の
樽
見
弘
紀
教
授

が
「
日
本
に
お
け
る
非
営

利
組
織
・
企
業
・
政
府
間

関
係
の
こ
の
20
年
を
概

観
す
る
」
と
題
す
る
基
調

講
演
を
行
っ
た
。

現
在
は
遼
寧
大
学
の
付

属
機
関
で
あ
る
「
日
本
研

究
所
」は
、１
９
６
４
年
に

周
恩
来
の
命
を
受
け
て
設

立
さ
れ
た
遼
寧
省
立
の

「
哲
学
研
究
所
」を
そ
の
端

緒
と
す
る
。
そ
の
後
、「
い

っ
た
ん
は
閉
鎖
の
憂
き
目

に
あ
う
も
、周
氏
の「
私
が

つ
く
っ
た
、
あ
の
研
究
所

は
ど
う
な
っ
た
？
」
の
一

言
で
、
当
時
の
遼
寧
省
の

役
人
た
ち
が
慌
て
て
体
裁

を
整
え
直
し
た
」（
日
本
研
究
所

崔
岩
教
授
）
の
だ
と
い
う
。
そ
の

後
、
遼
寧
大
学
に
付
置
さ
れ
、
今

日
に
至
る
ま
で
中
国
有
数
の
日

本
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
り

続
け
た
。

「
２
０
０
０
年
を
前
後
し

て
中
国
で
も
い
っ
た
ん
は

盛
ん
に
な
り
か
け
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研

究
も
、そ
の
後
の
政
府

の
方
針
転
換
な
ど
も

あ
っ
て
現
在
は
下
火

と
な
っ
て
い
る
」と
の

フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言

に
対
し
、
樽
見
教
授

は
、「
日
本
で
は
、例
え

ば
李
妍
焱（
リ
・
ヤ
ン

ヤ
ン
）駒
澤
大
学
教
授

な
ど
中
国
人
研
究
者

の
意
欲
的
な
研
究
に

よ
っ
て
、日
本
よ
り
む
し
ろ

先
端
を
い
く
中
国
の
市
民

社
会
の
一
端
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
」こ
と
に
言
及

し
た
。

な
お
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
当
初

９
月
７
日
の
開
催
を
予
定
し
て

い
た
が
、
前
日
の
未
明
に
発
生
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
影

響
で
飛
行
機
が
飛
ば
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
や
む
な
く
延
期
に
。
お

よ
そ
２
ケ
月
を
経
て
開
催
の
運

び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
王
鉄

軍
所
長
以
下
、
多
く
の
日
本
研
究

所
専
任
研
究
員
は
、
口
々
に
「
北

海
道
の
完
全
復
旧
・
復
興
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
」
な
ど
と
樽
見

教
授
に
伝
え
た
。

遼寧大学・日本研究フォーラム
樽見法学部長が基調講演

真ん中から右方向に、王所長、樽見教授、久保田晃日本領事館領事、崔教授

11
月
３
日
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
点
灯
式
に
合
わ
せ
て
、

経
営
学
部
・
佐
藤
大
輔
ゼ
ミ
が

「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。

こ
れ
は
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
十
勝
管
内
広
尾
町
と
連
携
し

て
佐
藤
ゼ
ミ
が
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
点
灯
式
に
使
わ
れ
る
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
広
尾
町
か
ら

毎
年
贈
呈
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、そ
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、

ブ
ー
ス
を
構
え
て
、
子
ど
も
向

け
の
紙
芝
居
や
、地
元
広
尾
高
校
生

に
よ
る
物
販
な
ど
を
行
っ
た
。会
場

は
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ
な
ど

多
く
の
方
々
が
来
場
し
た
。

広
尾
町
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
本
国

よ
り
正
式
に
認
め
ら
れ
た
サ
ン

タ
ラ
ン
ド
（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

の
聖
地
）だ
が
、そ
の
関
連
事
業

も
現
在
は
下
火
に
。
佐
藤
ゼ
ミ

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
手
紙
が

届
く「
サ
ン
タ
メ
ー
ル
」事
業
の

復
興
を
め
ざ
し
て
、
地
域
で
の

聞
き
取
り
調
査
や
各
種
デ
ー
タ

を
分
析
。
改
め
て
新
し
く
市
場

を
構
築
す
る
た
め
の
プ
ッ
シ
ュ

型
の
取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う
と
、

昨
年
か
ら
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
、

学
生
が
ア
イ
デ
ア
と
見
本
例
を
作

り
、最
終
的
に
は
地
域
の
人
た
ち
自

身
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。
今
後
は
、
町
民
に
う
ま
く
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
。

平成30年度

広尾町と経営学部・佐藤大輔ゼミ

クリスマスの物語

サンタクロースが登場する紙芝居は学生たちの
アイデア。多くの子どもたちが見入っていた

広尾町の地域活性化に向けて

サッポロファクトリー X'masツリー点灯式で
「サンタランド」イベント実施
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1 広島女学院大学

実用性ランキング（2018）

2 北海学園大学
3 神戸市外国語大学
3 京都外国語大学
3 九州工業大学
3 北星学園大学
3 産業能率大学
3 大正大学
3 跡見学園女子大学

9.50
9.33
9.00
9.00
9.00
9.00
9.00
9.00
9.00

順位 大学名 総合スコア

1 東京工科大学

総合ランキング（2018）

2 名古屋市立大学
3 北海学園大学
4 明治学院大学
5 崇城大学
6 東北福祉大学
7 国際基督教大学

92.92
90.92
88.56
86.51
85.92
82.40
80.25

順位 大学名 総合スコア

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る「
大
学
ス
マ
ホ
・
サ

イ
ト
 ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

調
査
２
０
１
８
─
２
０

１
９
」に
お
い
て
、
本
学

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が「
実
用

性
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
全
国

第
２
位
、「
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
」で
全
国
第
３
位
と

な
り
、２
年
連
続
で
ト
ッ

プ
５
入
り
と
な
り
ま
し

た
。

こ
の
調
査
は
、全
国
の

国
立
・
公
立
・
私
立
大

学
２
５
８
サ
イ
ト
を
調

査
対
象
と
し
て
、使
い
や

す
さ
や
実
用
性
の
観
点

か
ら
大
学
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
サ
イ
ト
を
８

つ
の
診
断
指
標
に
基
づ

き
評
価
す
る
も
の
。本
学

は
シ
ラ
バ
ス
閲
覧
ペ
ー

ジ
の
ス
マ
ホ
対
応
な
ど
、

ス
マ
ホ
で
利
用
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
サ
イ
ト
の

使
い
や
す
さ
の
維

持
・
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

大学スマホ・サイト  ユーザビリティ調査 2018─2019
全国第２位実用性ランキング 全国第３位総合ランキング

2/23（土）

2 / 9 （土）

2/10 （日）

2/10 （日）

2/11（月）

2/11（月） 1/19（土）
1/20（日）

本学での
個別学力
試験は行
いません

2/12（火）

2/12（火）

2 / 9 （土）

2/10 （日）

2/11（月）

2 / 9 （土）

2/10 （日）

2/11（月）

2/23（土）1/ 4（金）～1/27（日）

出願期間試験日
学  部 学  科

経営学部

人文学部

工 学 部

経 営 学 科

経営情報学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境
工 学 科

建 築 学 科

電子情報工学科

生命工学科

（法律学科・政治学科）
法 学 部

社会環境
コ ー ス
環境情報
コ ー ス

合格発表
一般入試 センター

利用入試一般入試 センター
利用入試

大 学 入 試
センター試験

一般入試 センター
利用入試

一般入試と大学入試センター試験利用入試 一般入試は全学部、大学入試センター試験利用入試のⅠ期は1部の全学部と
人文学部2部で実施。Ⅱ期は経済学部2部を除く全学部で実施。

【郵送受付】

消印有効

1/ 4（金）～1/28（月）
【窓口受付】

午後4時締切

1/ 4（金）～1/29（火）
【郵送受付】

消印有効

1/ 4（金）～1/30（水）
【窓口受付】

午後4時締切

2/13 （水）～3/ 7（木）
【郵送受付】

消印有効

2/13 （水）～3/8（金）
【窓口受付】

午後4時締切

＊

（経済学科・地域経済学科）
経済学部＊

3/16（土）

大　
　
学

※経済学部・法学部は｢学部｣単位での募集とし、学科は1年次末に決定します。

3/2（土） 3/14（木）

学　部 学　　科

経営学部１部
経済学部 2部

経営学部 2部
経 営 学 科 ・ 経営情報学科
経 済 学 科 ・ 地域経済学科

経 営 学 科

面 接 方 式
小論文方式

法律学科・政治学科法 学 部 2部

出願期間試験日 合格発表
社会人特別入試【Ⅱ期】

2/13（水）～2/21（木）消印有効
【郵送受付】

2/13（水）～2/22（金）午後4時締切
【窓口受付】

＊

＊

大  

学

一般入試・大学入試センター試験利用入試・社会人特別入試Ⅱ期平成31年度 入試日程
※詳細は募集要項でご確認ください。URL http://hgu.jp/

Ⅰ　期

経済学部２部を除く
全学部で実施。

Ⅱ　期

１部の全学部と
人文学部２部で実施。

Ⅰ　期

Ⅱ　期

平
成
30
年
度
保
護
者
懇
談
会

が
、
９
月
23
日
（
日
）
に
函
館
会

場
、
10
月
14
日（
日
）に
旭
川
会

場
、
10
月
21
日（
日
）に
帯
広
会

場
、
10
月
27
日（
土
）に
山
鼻
校

舎
、
10
月
28
日（
日
）に
豊
平
校

舎
で
実
施
さ
れ
た
。

各
会
場
に
お
け
る
参
加
者
は
、

函
館
会
場
で
13
組
17
名
、
旭
川

会
場
で
36
組
54
名
、
帯
広
会
場

で
23
組
28
名
、
札
幌
会
場
（
山

鼻
）
で
64
組
99
名
、
札
幌
会
場

平
成
30
年
度
保
護
者
懇
談
会

第
67
回
十
月
祭
が
10
月
６
日

か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
。今
年
の
テ
ー
マ

は「
Ｎ
Ｏ
10
月
祭
、Ｎ
Ｏ
 Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
」。
学
内
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、Ｈ
Ｂ
Ｃ
と
の
包
括

連
携
協
定
（
２
面
参
照
）
に

よ
り
、Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
無
料
動
画

配
信
サ
ー
ビ
ス「
も
ん
す
け

Ｔ
Ｖ
」で
、
開
幕
直
後
の
十

月
祭
の
様
子
や
イ
ベ
ン
ト

企
画「
レ
ン
ジ
ャ
ー
＆
も
ん

す
け
を
探
せ
」
や
「
ミ
ス
タ

ー
Ｈ
Ｇ
Ｕ
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
８
」
な
ど
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ

れ
た
。

ま
た
、
６
日
に
は
山
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
第
47
回
工
学
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
革
命
」。
近
隣
住
民
の

方
々
も
来
場
し
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

を
味
わ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
大
会
な

ど
で
楽
し
ん
で
い
た
。

本学アメリカンフットボール部Golden
Bears試合前の「ハドル（気合い入れ）」

函館会場

旭川会場

帯広会場

札幌会場（豊平校舎）

10
月
20
日
～
21
日
、
北
海
き

た
え
ー
る
で
行
わ
れ
た
全
道
学

生
弓
道
争
覇
戦
第
64
回
争
覇
戦

女
子
の
部
で
、
本
学
弓
道
部
の
萩

野
愛
花
さ
ん
（
経
済
学
部
３
年
）

が
個
人
戦
で
見
事
優
勝
。11
月
25

日
、
26
日
に
は
三
重
県
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。「
大

学
か
ら
弓
道
を
や
っ
て
、
は
じ
め

て
の
優
勝
。
周
り
の
先
輩
た
ち
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
た
」
と
、
喜
び
を
か
み
し

め
る
。

高
校
時
代
は
柔

道
部
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。武
道
に
興
味

が
あ
っ
て
入
部
し

た
。部
内
で
経
験
者

と
未
経
験
者
は
ほ

ぼ
半
々
だ
と
い
う
。

部
員
は
引
退
し

た
４
年
生
を
含
め
、

約
30
人
。
練
習
は
、

北
海
高
校
の
道
場

を
借
り
て
週
３
～

４
回
の
朝
練
の
ほ

か
、
週
に
１
回
は
道
の
道
場
で
４

時
間
ほ
ど
行
う
。
指
導
は
先
輩
か

ら
後
輩
へ
。
緊
張
感
を
も
っ
て
行

う
正
規
練
習
と
、
和
気
あ
い
あ
い

と
行
う
自
主
練
習
、
こ
の
メ
リ
ハ

リ
が
本
学
弓
道
部
の
特
徴
だ
と

い
う
。
ま
た
、
弓
道
は
メ
ン
タ
ル

が
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
練
習

か
ら
そ
の
点
を
意
識
す
る
。「
メ

ン
タ
ル
は
１
年
生
の
頃
よ
り
強

く
な
っ
た
。
部
活
を
通
じ
て
成
長

で
き
た
と
思
う
」
と
振
り
返
る
。

「
弓
を
射
る
形
や
動
作
は
一
人

一
人
異
な
る
。
私
は
正
射

�
�
�
�

必
中

�
�
�
�
�

（
正
し
く
射
ら
れ
た
矢
は
必
ず
的

に
当
た
る
）
と
呼
ば
れ
る
射
型
と

は
程
遠
か
っ
た
が
、
や
れ
ば
や
る

ほ
ど
成
果
が
出
る
競
技
は
面
白

い
」
と
、
弓
道
に
「
ハ
マ
っ
た
」
理

由
を
語
る
。

１
年
次
は
弓
道
中
心
の
学
生

生
活
。
２
年
次
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入

り
し
て
か
ら
余
裕
が
で
き
、
学
業

に
も
力
を
入
れ
た
。
今
大
会
で
引

退
と
な
り
、
今
後
は
卒
業
の
準
備

と
就
職
活
動
だ
。

▽
9
月
20
日
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長
・
北
海

道
大
学
法
学
部
長
教
授
 加
藤
智
章
氏
、同
大
学
院
同
研
究
科

教
授
 池
田
清
治
氏
、
同
大
学
院
同
研
究
科
教
授
 佐
々
木
 雅

寿
氏

▽
10
月
25
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
最
高
裁
判

所
判
事
代
行
 セ
リ
タ
 ト
ウ
コ
氏
 、
 在
札
幌
ア
メ
リ
カ
領
事

館
領
事
 ラ
イ
ア
ン
 イ
ン
グ
ラ
ッ
シ
ア
氏
、
在
札
幌
ア
メ
リ

カ
領
事
館
文
化
担
当
官
 寺
下
ヤ
ス
子
氏
、
通
訳
 泉
園
子
氏
、

北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
長
 大
西
修
夫
氏
、同
高
等
学
校
教

諭
 石
川
尚
子
氏
、同
高
等
学
校
３
年
 田
丸
瑞
花
氏
、同
高
等

学
校
１
年
 グ
ラ
イ
ナ
ー
咲
氏
、
本
学
法
学
部
１
年
 波
多
野

日
向
子
氏

▽
11
月
2
日
ヴ
ラ
ヂ

ー
ミ
ル
大
学
教
授
 バ
ト

ツ
ィ
レ
ノ
ヴ
ァ
 タ
マ
ー

ラ
氏
、
一
般
社
団
法
人

全
日
本
ミ
ニ
バ
レ
ー
協

会
副
会
長
 北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
長
 北
海
道
ミ
ニ
バ

レ
ー
協
会
専
務
理
事
 札

幌
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
会

長
 佐
藤
勝
美
氏
、
ロ
シ

ア
語
通
訳
・
翻
訳
 通
訳

案
内
士
 鶴
田
和
子
氏

▽
11
月
7
日
小
説
家
 川
澄
浩
平
氏（
本
学
経
済
学
部
卒
業
生
）

お
詫
び
と
訂
正

学
報
１
１
５
号（
２
０
１
８
年
９
月
１
日
発
行
）
10
面「
第

27
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」の
見
出
し
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

［
誤
］
粋
～
Ｉ
Ｋ
Ｉ
～
北
海
学
園
大
学
チ
ー
ム
 準
大
賞

［
正
］
粋
～
Ｉ
Ｋ
Ｉ
～
北
海
学
園
大
学
チ
ー
ム
 優
秀
賞

関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

全道学生弓道争覇戦
女子個人戦優勝
経済学部地域経済学科３年 萩

��

野
�

愛
��

花
�

地
方
会
場
に
お
い
て
は
保
護

者
懇
談
会
の
前
日
に
、
受
験
生
を

対
象
と
し
た
「
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
全
体

説
明
お
よ
び
保
護
者
・
高
校
教

員
向
け
説
明
会
、
個
別
面
談
・
相

談
会
、
体
験
ミ
ニ
授
業
、
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
講
演
会
、
推
薦
入
試
対
策
講

座
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

情
報
を
求
め
て
遠
方
か
ら
も

高
校
生
が
参
加
し
、
会
場
は
活
気

に
溢
れ
た
。

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

同時開催

第
67
回 

十
月
祭

第
47
回 

工
学
祭HBC「もんすけＴＶ」ライブ配信も

学
生
部
主
催
の
第
２
回
北
海

学
園
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
が
10
月
６
日
、
図
書
館

棟
４
階
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。こ
れ

は
、発
表
者
た
ち
が
お
も
し

ろ
い
と
思
う
本
１
冊
を
５

分
で
紹
介
し
、参
加
者
全
員

が
一
番
読
み
た
い
と
思
っ

た
本
に
一
票
を
投
じ
て「
チ

ャ
ン
プ
本
」を
決
め
る
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
。今
回
の
発
表
者
は

10
名
、
約
25
名
が
来
場
し

た
。

チ
ャ
ン
プ
本
に
輝
い
た
の
は
、

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
４

年
・
伊
藤
唯
さ
ん
が
紹
介
し
た

工
藤
あ
ゆ
み
著
『
は
か
れ
な
い
も

の
を
は
か
る
』。
伊
藤
さ
ん
は

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
参
加

で
、「
こ
の
本
は
神
保
町
の
本

屋
で
見
つ
け
た
も
の
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
が
強
く
、
ぜ
ひ
み

ん
な
に
読
ん
で
も
ら
い
た
か

っ
た
」と
話
す
。月
に
８
～
10

冊
は
読
む
と
い
う
読
書
好
き

で
「
賞
品
の
図
書
カ
ー
ド
が

嬉
し
い
」
と
笑
顔
が
弾
け
た
。

▼
伊
藤
唯
さ
ん
が
紹
介
し
た

チ
ャ
ン
プ
本
：『
は
か
れ
な

い
も
の
を
は
か
る
』
工
藤
あ

ゆ
み
著（
青
幻
舎
）「『
自
分
に

酔
う
の
に
必
要
な
量
を
量
る
』

『
心
の
も
や
も
や
を
吹
き
と
ば
す

風
速
を
測
る
』『
心
変
わ
り
の
速

さ
を
計
る
』
な
ど
、
数
字
で
は
は

か
れ
な
い
、
だ
れ
し
も
一
度
は
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
心
の
機
微
の

よ
う
な
も
の
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な
絵

と
一
行
の
文
章
で
表
し
た
本
。
す

ご
く
大
切
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
」

決勝戦での発表の様子

（
豊
平
）で
２
２
８
組
３
１
０
名
。

保
護
者
の
方
々
か
ら
は「
子
ど

も
が
海
外
留
学
を
希
望
し
て
い

た
の
で
、留
学
経
験
を
し
た
学
生

さ
ん
の
発
表
が
参
考
に
な
っ

た
」、「
就
職
内
定
者
の
生
の
声
、

情
報
を
聞
け
て
、親
と
し
て
安
心

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ご
多
用
の
中
、ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
学
園
大
学
で
は
新
２
年
生
を
対
象
に
毎
年
ア

セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
と
は
社
会
か
ら
強
く
求
め

ら
れ
る
「
問
題
を
解
決
す
る
能
力
」
に
つ
い
て
「
批
判

的
思
考
力
」「
協
働
的
思
考
力
」「
創
造
的
思
考
力
」
の

３
つ
の
視
点
で
測
定
す
る
も
の
で
す
。
設
問
は
、
多
面

的
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
「
客
観
評
価
」「
主
観
評
価
」

「
学
生
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
構
成
さ
れ
、
最
終
的
な
分

析
結
果
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
「
個
人
結
果
レ
ポ
ー

ト
」
と
し
て
返
却
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
で

新
２
年
次
在
学
生
１
５
６
９
名
が
受
検
を
し
ま
し
た
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス

ト
は
、大
学
の
学
び
が
自

身
の
成
長
に
ど
の
よ
う

に
繋
が
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
す
。本
学
は
今
後
も

継
続
し
て
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
繋
が
る
支

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
実
施

テスト受検者向けフォローアップ
講習の様子

左から、寺田吉孝ロシア協定校専門委
員長、バトツィレノヴァ タマーラ氏、安
酸学長、佐藤勝美氏、鶴田和子氏

第
２
回
北
海
学
園
大
学

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

「ぜひ読んでもらいたい本」紹介

本
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
は
２
０
１
８
年
度
第
44

回
北
海
道
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
、
12

年
ぶ
り
６
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
11
月
３
日
、
札
幌
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
た
全
日
本
大
学
選
手

権
東
日
本
代
表
校
決
定
戦
準
決

勝
に
出
場
し
た
が
、
惜
し
く
も
東

北
大
学
に
敗
れ
た
。
来
年
度
の
活

躍
に
期
待
が
か
か
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

北
海
道
学
生
選
手
権
優
勝

11
月
25
日
、
本
学
の
平
成

31
年
度
特
別
入
試
が
実
施
さ

れ
た
。
今
回
の
出
願
数
は
、
１

部
４
２
５
人
、
２
部
１
７
１

人
、
合
計
５
９
６
人
、
前
年
度

比
１
０
４
・
９
％
だ
っ
た
。

18
歳
人
口
の
減
少
な
ど
大
学

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

な
か
、
若
干
の
増
減
は
あ
る

も
の
の
ほ
ぼ
横
ば
い
の
出
願

数
を
維
持
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度

特
別
入
試
速
報

特別入試出願状況
（推薦、社会人、留学生他）

入試
年度 1部計2部計 合計 前年度比
平成
29年度
平成
30年度
平成
31年度

385 199 584 107.4%

394 174 568 97.3%

425 171 596 104.9%

十月祭の模擬店前で
（豊平キャンパス）

工学祭の会場でジンギスカンを堪能
する来場者（山鼻キャンパス）

endok
帯広会場


